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平成２０年９月甲良町議会定例会会議録 

平成２０年９月５日（金曜日） 

 

◎本日の会議に付した事件（議事日程） 

第１       会議録署名議員の指名 

第２       会期の決定 

第３ 報告第４号 平成１９年度甲良町財政健全化判断比率の報告について 

第４ 報告第５号 平成１９年度甲良町下水道事業特別会計資金不足比率の

報告について 

第５ 報告第６号 平成１９年度甲良町水道事業会計資金不足比率の報告に

ついて 

第６ 認定第１号 平成１９年度甲良町一般会計歳入歳出決算認定について 

第７ 認定第２号 平成１９年度甲良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について 

第８ 認定第３号 平成１９年度甲良町老人保健医療事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

第９ 認定第４号 平成１９年度甲良町下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

第10 認定第５号 平成１９年度甲良町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳

入歳出決算認定について 

第11 認定第６号 平成１９年度甲良町土地取得造成事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

第12 認定第７号 平成１９年度甲良町墓地公園事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

第13 認定第８号 平成１９年度甲良町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

について 

第14 認定第９号 平成１９年度甲良町水道事業会計歳入歳出決算並びに事

業報告の認定について 

第15 議案第42号 甲良町議会議員の報酬および費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例 

第16 議案第43号  甲良町特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例 

第17 議案第44号 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例 

第18 議案第45号 甲良町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例 
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第19 議案第46号 甲良町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例 

第20 議案第47号 甲良町ふるさと寄付条例 

第21 議案第48号 甲良町ふるさと応援基金条例 

第22 議案第49号 甲良町税条例の一部を改正する条例 

第23 議案第50号 平成２０年度甲良町一般会計補正予算（第２号） 

第24 議案第51号 平成２０年度甲良町国民健康保険特別会計補正予算（第 

１号） 

第25 議案第52号 平成２０年度甲良町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

第26 議案第53号 町道の認定について 

第27 同意第２号 甲良町教育委員会委員の任命につき、同意を求めること

について 

第28 同意第３号 甲良町教育委員会委員の任命につき、同意を求めること

について 

第29 同意第４号 甲良町固定資産評価審査委員会委員の選任につき、同意

を求めることについて 

第30 同意第５号 甲良町固定資産評価審査委員会委員の選任につき、同意

を求めることについて 

 

◎会議に出席した議員（１２名） 

   １番 濱 野 圭 市 ２番 丸 山 恵 二 

   ３番 木 村   修 ４番 金 澤   博 

   ５番 山 﨑 昭 次 ６番 宮 嵜 光 一 

   ７番 建 部 孝 夫 ８番 藤 堂 一 彦 

   ９番 山 田 壽 一 １０番 西 澤 伸 明 

  １１番 北 川 豊 昭 １２番 藤 堂 与三郎 

 

◎会議に欠席した議員 

   な  し 

 

◎会議に出席した説明員 

 町 長 山 﨑 義 勝 教 育 長 藤 原 新 祐 

 総 務 主 監 野 瀬 喜久男 会計管理者 橋 本 敏 治 

 教 育 次 長 川 並 孝 一 広域行政主監 宮 崎 與志男 

 保健福祉主監 山 﨑 義 幸 産業振興主監 中 山   進 

 建設水道主監 茶 木 朝 雄 人 権 主 監 村 田 和久廣 
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 総 務 課 長 山 本 貢 造 税 務 課 長 小 川 昭 雄 

 保健福祉課長 松 原 歌 子 産業振興課長 米 田 義 正 

 建 設 課 長 若 林 嘉 昭 

 

◎議場に出席した事務局職員 

 事 務 局 長 大 橋 久 和 書 記 宝 来 正 恵 
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（午後 ３時１８分 開会） 

○藤堂議長 ただいまの出席議員数は１２人であります。 

 議員定足数に達しておりますので、平成２０年９月甲良町議会定例会を開

会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布いたしておきましたとおりであります。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、２番 丸山議員および３番 木村議員を指名い

たします。 

 日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月１９日までの１５日

間といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○藤堂議長 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から９月１９日までの１５日間と決定い

たしました。 

 これより、町長のあいさつ、行政報告ならびに提案説明を求めます。 

 町長。 

○山﨑町長 本日、平成２０年９月甲良町議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位におかれましては、大変お忙しいところご出席をいただきまし

て、まことにありがとうございます。 

 平素は、町政全般にわたりまして、格別のご支援・ご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 提案説明に先立ち、若干の行政報告をいたします。 

 平成２０年度も５カ月が経過し、それぞれの事業、施策が本格始動いたし

ているところでございます。 

 まず、本年度の甲良中学生海外派遣事業であります。 

 昨年度までの英語圏からアジアのタイ王国に派遣先を変え、中学生１５人、

引率者を含め総勢２０人で８月７日から８月１６日の１０日間の全日程を無

事終了いたしました。首都バンコクでの地方行政や国際交流の研修、プラチ

ンブリ県での中学生同士の、また地域の人たちとの交流や体験を通じて、暮

らしぶり・経済活動・文化の違いを実感し、それぞれが得るものを感じ取っ

てまいりました。研修報告は１１月１５日の青少年育成町民会議の場で行う

予定であります。 

 次に、本日の全員協議会で説明いたしました定住自立圏構想についてであ

ります。 
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 この構想は、昨年１１月に福田首相が提唱し、総務省に構想研究会を立ち

上げ、５月に概要がまとまり、７月に説明会が開催されました。中心市と周

辺市町が連携を強め、あらゆる分野で機能分担をして、安心して暮らせる地

域づくりを進めようとするもので、本年度から定住自立圏構想を推進する先

行的実践団体の募集が始まりました。 

 この募集締め切りが８月末日であったことから、彦根市が中心市として先

導し、周辺４町が同町する形で滋賀県経由で総務省に応募することといたし

ました。平成２０年度は協定内容を検討し、平成２１年度に協定締結をめざ

すことになります。これから議会との協議をしながら内容を詰めてまいりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ３点目は、災害時における応援協定の締結についてであります。 

 いつ見舞われるかもしれない地震・風水害等の災害が発生した場合に備え、

応急救援活動と生活物資の調達の２つの協定を管内１市４町の行政と６商工

会が連携をして協定を締結いたしたいものでございます。このたび、行政と

商工会のトップは、進めることで意思一致をしましたので、構成団体の実務

担当者で内容の詰めをし、年度内の協定締結をめざしますのでよろしくお願

いいたします。 

 それでは、本日提案をさせていただきます案件について、その概要を説明

申し上げます。 

 報告第４号から報告第６号は、財政健全化判断比率および公営企業会計の

資金不足比率の報告でございます。地方公共団体の財政の健全化に関する法

律の施行に伴い、今年度から財政健全化判断比率および公営企業会計におけ

る資金不足比率を監査委員の審査に付し、議会に報告し、公表することが義

務づけられました。平成１９年度の状況は、実質赤字比率は実質収支が黒字

のため、比率は算出されません。特別会計および公営企業会計を含めた本町

全体の連結実質赤字比率につきましても、実質収支が黒字のため、比率は算

出されません。 

 実質公債費比率につきましては、対前年０．４ポイント減少し、１２．８％

になりました。将来負担比率につきましては、１５．７％になりました。 

 公営企業会計における資金不足比率につきましては、下水道事業会計およ

び水道事業会計の各会計とも資金不足を生じておりませんので比率は算出さ

れません。引き続き、各会計とも財政の健全化に向け努力する所存でござい

ます。 

 認定第１号から認定第９号は、平成１９年度甲良町一般会計および８特別

会計・企業会計の歳入歳出決算の認定をお願いするものでございます。平

成１９年度は、真に必要とされる施策への財源の計画的重点配分により施策
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を行い、その主な成果といたしましては、まちづくり施策として、各集落の

地域自治振興事業の推進、青少年育成・子育て支援施策として、子育て支援

センターの充実、児童クラブの運営、図書館ブックスタート事業等でござい

ます。福祉施策として、心身障害者医療費助成事業、在宅高齢者介護用品支

給事業、農業農村振興施策として、町内の園芸作物の推進を図るため、集落

や農業団体に対するパイプハウスの購入事業、地域農産物の開発事業、教育・

文化振興施策として、中学生海外派遣研修事業、町指定文化財説明板設置事

業、観光施策として、せせらぎ夏まつり事業、せせらぎウオーキング事業、

環境施策として、下水道事業の推進、環境美化推進事業、安心安全のまちづ

くりとして、消防ポンプ自動車の更新、公共事業として、町道新設改良事業

など、あらゆる分野において諸事業の推進を図ってまいりました。 

 また、財政面では、普通会計における決算額を前年度と比較しますと、歳

入総額が３４億６，６７４万５，０００円で２．５％の減、歳出総額が３４

億２０万円で１．３％の減となっております。実質収支は６，３３８

万３，０００円、実質収支比率は２．９％、単年度収支は３，９４４万７，０００

円の赤字となりました。財政の硬直化を示す計上収支比率は９５．６％とな

り、前年度を４．９ポイント上回りました。歳入面で、計上収入である町税

は、今年度から税源移譲が実施されたこと等によりまして、町民税で

約６，１００万円の増となりましたが、法人税と固定資産税が、合わせ

て５，６００万円の減となったため、町税全体では約５００万円の増にとど

まりました。 

 しかし、地方譲与税が約６，０００万円の減、貸付金元利収入が約２，０００

万円の減、臨時財政対策債が約１，４００万円の減額となり、全体では

約８，２００万円の減額となりました。 

 これに対し、歳出面の経常経費では、人件費で約２，２００万円の減、物

件費で約２，５００万円の減、補助費で約１，９００万円の減となり、経費

節減の成果は見られたものの、義務的経費である扶助費で約１，９００万円

の増、貸付金元利収入の減額等により公債費で約３，５００万円の増となっ

たため、経常経費全体では約２，７００万円の増額となりました。これらの

ことから経常収支比率を押し上げる結果となりました。今後も引き続き改革

を進めることで比率の上昇を抑制しなければなりません。 

 また、地方債現在高につきましては、公的資金の繰り上げ償還を実施した

こと等により、対前年３億４，１６４万２，０００円減の４１億６，５７１

万７，０００円で、３年連続の減額となりました。 

 そして、地方債現在高比率につきましても、対前年１８ポイント減少

し、１９２．４％になり、２００％台を下回ることができました。 
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 また、積立金現在高につきましては、対前年比１，９４７万９，０００円

減の９億４，８７４万２，０００円となり、公的資金の繰り上げ償還のため

に減債基金を取り崩したことにより昨年度を下回りました。 

 今後の財政運営におきましては、引き続き歳入歳出一体の改革により、さ

らに厳しい財政状況となることから、集中改革プランに掲げました改革方針

に基づき、新たな収入財源の確保、徹底した歳出全般の見直しを図ることに

より、効率的な行財政運営に取り組む所存であります。 

 次に、議案第４２号および議案第４３号は、地方自治法が一部改正された

ことに伴い、甲良町議会議員の報酬および費用弁償等に関する条例および甲

良町特別職報酬等審議会条例の一部を改正するものであります。 

 議案第４４号は、甲良町地域新エネルギービジョン策定委員会設置に伴い、

甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一

部を改正するものであります。 

 議案第４５号および議案第４６号は、株式会社日本政策金融公庫法の施行

に伴う関係法律の整備に関する法律が、平成２０年１０月１日から施行され

ることに伴い、甲良町消防団員等公務災害補償条例および甲良町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の一部を改正するものであります。 

 議案第４７号および議案第４８号は、ふるさと納税制度に伴い、甲良町ふ

るさと寄付条例および甲良町ふるさと応援基金条例を制定するものでありま

す。 

 議案第４９号は、地方税法等の一部を改正する法律が施行されたことに伴

い、甲良町税条例の一部を改正するものであります。 

 議案第５０号は、平成２０年度甲良町一般会計補正予算（第２号）

で、１，９３７万４，０００円を増額し、補正後の予算額を３２億４，８０４

万８，０００円とするものでございます。 

 主な内容といたしましては、４月１日付の人事異動および施策の推進に伴

う人件費の補正で、社会福祉費では、後期高齢者医療制度の創設による増額

補正でございます。児童福祉費では、子育て支援策を充実するための増額補

正でございます。保健衛生費では、保健師を補充するための増額補正でござ

います。人件費以外の補正につきましては、児童福祉費で、児童生徒支援講

師設置費の増額、農業費で、園芸作物振興事業補助金の増額、都市計画費で、

運動公園グラウンド内フェンス等整備費の補正でございます。 

 議案第５１号は、平成２０年度甲良町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）で、２，４６４万５，０００円を増額し、補正後の予算額を８億４，４８１

万９，０００円とするものでございます。 

 主な内容としましては、退職被保険者高額療養費の増額、また、特定検診
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受診後の必要な方に対する栄養指導や運動指導を行うための事業によるもの

でございます。 

 議案第５２号は、平成１９年度甲良町介護保険特別会計補正予算（第１号）

で、３，７７１万４，０００円を増額し、補正後の予算額を５億１，８８６

万６，０００円とするものでございます。 

 主な内容としましては、国庫負担金等の精算に伴う補正と、介護給付費基

金の積立によるものでございます。 

 議案第５３号は、町道の認定につき、議決を求めるものでございます。 

 同意第２号および同意第３号は、いずれも任期満了に伴う甲良町教育委員

会委員の任命につき、再任の同意を求めるものでございます。 

 同意第４号は、欠員に伴う甲良町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

き、同意を求めるものでございます。 

 同意第５号は、任期満了に伴う甲良町固定資産評価審査委員会委員の選任

につき、再任の同意を求めるものでございます。 

 以上、簡単ではございますが、本日、提出いたしました案件について、そ

の概要を説明申し上げました。何とぞよろしくご審議いただき、適切な認定、

議決、ご同意等を賜りますようお願い申し上げまして、提案説明といたしま

す。どうかよろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 次に、日程第３ 報告第４号から日程第５ 報告第６号までを一

括議題といたします。 

 報告書が提出されておりますので、報告を求めます。 

 総務課長。 

○山本総務課長 それでは、報告第４号 平成１９年度甲良町財政健全化判断

比率の報告をさせていただきます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、甲

良町財政健全化判断比率を報告いたすものでございます。 

 まず、実質赤字比率でございます。平成１９年度黒字のために実質赤字比

率は出ませんでした。 

 ２番目の連結実質赤字比率につきましても、比率は出ないということでご

ざいます。 

 ３点目の実質公債費比率は１２．８％、４点目の将来負担比率は１５．７％

でございました。 

 続きまして、報告第５号 平成１９年度甲良町水道事業特別会計資金不足

比率について報告させていただきます。 

 続いては、裏ページでございます。 

 平成１９年度、下水道につきましては資金不足比率は出なかったというも
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のでございます。 

 続きまして、報告第６号でございます。 

 平成１９年度の甲良町水道事業会計資金不足比率の報告をさせていただき

ます。 

 これにつきましても、次のページを見ていただきまして、資金不足比率は

出ないというものでございました。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○藤堂議長 これをもって報告を終わります。 

 ここで、監査委員の建部議員から、平成１９年度甲良町財政健全化判断比

率、同じく下水道事業特別会計資金不足比率、並びに水道事業会計資金不足

比率の審査意見書が提出されておりますので、その報告を求めます。 

○建部議員 それでは、平成１９年度の財政健全化判断比率および下水道、水

道事業の資金不足比率の審査意見のご報告を申し上げます。 

 まず、財政健全化比率でございますが、書類はいずれも適正に作成されて

いるものと認められました。実質赤字比率、連結赤字比率につきましては、

実質収支は黒字のため、実質赤字比率は算出されませんでした。 

 実質公債費比率につきましては１２．８％となっておりまして、基準

の２５％と比較すると、これを下回り、良好でございます。 

 将来負担比率につきましても１５．７％となっておりまして、基準

の３５０％と比較すると、これを下回り良好であると認めました。特に指摘

すべき事項はございませんでした。 

 次に、下水道事業、水道事業の会計の資金不足の比率でございますが、双

方ともいずれも適正に書類は作成されているものと認められました。 

 資金不足比率につきましては、資金不足が生じていないため、算出されて

いませんでした。特に指摘すべき事項はございませんでした。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 ご苦労さまでした。 

 以上で、報告は終わります。 

 次に、日程第６ 認定第１号から日程第１４ 認定第９号までの９議案を

一括議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 議会事務局長。 

○大橋事務局長 認定第１号 平成１９年度甲良町一般会計歳入歳出決算認定

について。 

 認定第２号 平成１９年度甲良町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

について。 
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 認定第３号 平成１９年度甲良町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算

認定について。 

 認定第４号 平成１９年度甲良町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて。 

 認定第５号 平成１９年度甲良町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算認定について。 

 認定第６号 平成１９年度甲良町土地取得造成事業特別会計歳入歳出決算

認定について。 

 認定第７号 平成１９年度甲良町墓地公園事業特別会計歳入歳出決算認定

について。 

 認定第８号 平成１９年度甲良町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて。 

 認定第９号 平成１９年度甲良町水道事業会計歳入歳出決算並びに事業報

告の認定について。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 認定第１号から認定第８号までは会計管理者、認定第９号は建設

水道主監において順次説明を求めます。 

 会計管理者。 

○橋本会計管理者 それでは、認定第１号から認定第９号までの、平成１９年

度各会計決算についてのご説明をさせていただきます。 

 まず、説明に入る前にお願いをしておきたいと思います。歳入につきまし

ては、調定額と収入済み額が同額の場合は、収入済み額のみの説明といたし

ます。また、歳出につきましては、支出済み額のみの説明といたしますので、

ご了承をお願いしたいと思います。 

 それでは、認定第１号でございます。平成１９年度甲良町一般会計歳入歳

出決算でございます。 

 お開きをいただきまして、歳入歳出決算額は、ともに３３億９，８６４

万３，０００円でございます。歳入決算額につきましては３３億７，５３３

万８，８２２円、歳出決算額につきましては３３億８９７万６，５０６円、

歳入歳出差引残額は６，６３６万２，３１６円でございます。そのうち翌年

度繰越財源が３１６万２，０００円で、実質残額は６，３２０万３１６円で

ございます。 

 この内容につきましては、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款 町税であります。調定額９億３，３０５
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万２，６３５円、収入済み額８億７，６３３万３，９３１円、不納欠損額４７６

万２，７５２円で、収入未済額は５，１９５万５，９５２円でございます。２

款 地方消費税でありますが、収入済み額は４，４９５万９，０００円、３

款 利子割交付金であります。３２０万８，０００円。４款 配当割り交付

金３０２万３，０００円、５款 株式等譲渡取得割交付金１９１万円、６款

 地方消費税交付金６，１８６万６，０００円、７款 自動車取得税交付

金２，８３８万２，０００円、８款 地方特例交付金６６１万８，０００円、９

款 地方交付税１４億４，８８６万５，０００円、１０款 交通安全対策特

別交付金１５７万３，０００円、１１款 分担金及び負担金であります。調

定額が５，３９３万４，１６７円、収入済み額５，２００万４，５３５円、

不納欠損額１２１万３，２００円、収入未済額７１万６，４３２円、１２款

 使用料及び手数料、調定額６，３４９万６，０６４円、収入済み額４，４１５

万５，９６３円、１３款 国庫支出金であります。収入済み額１億２，０６２

万１，０８９円、１４款 県支出金２億１，７２８万４，４８３円、１５款

 財産収入、調定額４，６７１万２，１２５円、収入済み額４，５８６

万２，１２５円、１６款 繰入金、収入済み額３，８２５万３，５２８円、１７

款 繰越金１億１，０３０万３３６円、１８款 諸収入、調定額９，２４８

万５，７２２円、収入済み額９，２２６万２，８３２円、１９款 町債であ

ります。収入済み額１億７，７２５万６，０００円、２０款 寄付金６０万

円で、歳入合計額でありますが、予算現額が３３億９，８６４万３，０００

円、調定額３４億５，４４０万１４９円、収入済み額３３億７，５３３

万８，８２２円、不納欠損額が５９７万５，９５２円で、収入未済額

は７，３０８万５，３７５円でございます。 

 続いて、歳出でございます。１款の議会費でありますが、支出済み

額６，８５８万４１２円、２款 総務費５億４，９１７万８３９円、３款 民

生費８億８，１６４万７，７９４円、４款 衛生費４億１，４００万８，３１１

円、５款 労働費７９３万７６０円、６款 農林水産業費、支出済み額が１

億８９４万３，８９１円、翌年度繰越額が３１６万２，０００円でございま

す。７款 商工費３，４７６万３，９３２円、８款 土木費９，０７０万２４５

円、９款 消防費であります。１億２，０７９万７，７８５円、１０款 教

育費３億７，５４９万５，６４２円、１１款 災害復旧費は支出ございませ

ん。１２款 公債費５億２，８９８万７，８２８円、１３款 諸支出金１

億２，７９４万９，０６７円、１４款 予備費は支出ございません。歳出合

計につきましては、予算現額が３３億９，８６４万３，０００円、支出済み

額が３３億８９７万６，５０６円、翌年度繰越額３１６万２，０００円で、

不用額は８，６５０万４，４９４円でございます。 
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 続きまして、特別会計でございます。 

 まず、認定第２号 甲良町国民健康保険特別会計決算であります。 

 歳入歳出予算額は、ともに８億９，６７９万３，０００円でございます。

歳入決算額は８億８，７１９万７，８１４円、歳出決算額は８億８，５２６

万９６２円で、歳入歳出差引残額は１９３万６，８５２円、翌年度繰越財源

はございませんので、実質残額は歳入歳出差引残額に同額でございます。 

 内容につきましては、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款の国民健康保険税、調定額２億６，３８１

万５，５０５円、収入済み額２億１，１３８万８，１３０円、不納欠損額

が３８９万６，３２１円、収入未済額が４，８５３万１，０５４円でござい

ます。２款の使用料及び手数料であります。収入済み額が１万３００円、３

款 国庫支出金２億５，７５７万６，４７７円、４款 療養給付費交付金１

億３，９１０万１，０００円、５款 県支出金５，０３１万８，５２９円、６

款 共同事業交付金８，３６１万３，５２７円、７款  財産収入１５

万２，０２８円、８款 繰入金、１億１，９８３万１９６円、９款 繰越

金２，２４９万５，６３３円、１０款 諸収入、２７１万１，９９４円、歳

入合計でございます。調定額が９億３，９６２万５，１８９円、収入済み額８

億８，７１９万７，８１４円、不納欠損額３８９万６，３２１円、収入未済

額が４，８５３万１，０５４円でございます。 

 続いて、歳出でございます。１款  総務費でありますが、支出済み

額５，０９４万１，１９０円、２款 保険給付費５億５，０３４万６，８９０

円、３款 老人保健拠出金１億２，０９０万６０８円、４款 介護保険納付

金４，３２９万８，２１０円、５款 共同事業拠出金９，４６９万９１１円、６

款 保健施設費１，１１４万５，０８３円、７款 基金積立金１５万２，０２８

円、８款 諸支出金１，３７８万６，０４２円、９款 公債費、１０款 予

備費については支出はございません。歳出合計でございます。支出済み額８

億８，５２６万９６２円でございます。 

 続きまして、認定第３号 甲良町老人保健医療事業特別会計決算でござい

ます。 

 歳入歳出予算額は７億３，７３９万１，０００円でございます。歳入決算

額は７億３，７３８万２，０１３円、歳出決算額７億３，７３８万１，５６１

円、歳入歳出差引残額は４５２円であり、翌年度に繰越財源はなく、実質残

額も同額の４５２円でございます。 

 内容につきましては、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款 支払い基金交付金、収入済み額３

億６，２６０万４，４４０円、２款 国庫支出金２億４，０５７万２，５５２
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円、３款 県支出金５，８３２万６，８９６円、４款 繰入金７，５７６

万９，０００円、５款 繰越金１０万９，１２５円、６款 諸収入、収入は

ございません。収入合計でありますが、調定額７億３，７３８万２，０１３

円、収入済み額もともに同額でございます。 

 続きまして、歳出でございます。１款の総務費であります。支出済み額６６

万１３６円、２款 医療諸費７億２，８４６万８，０３４円、３款 諸支出

金８２５万３，３９１円、４款 公債費、５款 予備費については支出はご

ざいませんので、歳出合計、支出済み額でありますが、７億３，７３８

万１，５６１円でございます。 

 続きまして、認定第４号 甲良町下水道事業特別会計決算書でございます。 

 歳入歳出予算額は、ともに７億１，１７５万５，０００円でございます。

歳入決算額６億８，６３２万５，００５円、歳出決算額６億８，０６８

万４，６６３円で、歳入歳出差引残額は５６４万３４２円、繰越財源はござ

いませんので、実質残額は差引残額に同額でございます。 

 内容につきましては、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款 国庫支出金、収入済み額１億６，３００

万円、２款 繰入金１億２，６８０万２，０００円、３款 諸収入７５９

万１６１円、４款 町債２億５，７２０万円、５款 繰越金１，７８７

万８，５５６円、６款 財産収入５７万５，５８３円、７款 使用料及び手

数料、調定額６，４９５万６９５円、収入済み額が６，１７４万６，５０５

円、８款 分担金及び負担金、調定額６，２４０万９００円、収入済み額

が５，１５３万２，０００円でございます。歳入合計でありますが、調定額

が７億３９万７，８９５円、収入済み額が６億８，６３２万５，００５円で

ございます。 

 続いて、歳出でございます。１款の総務費、支出済み額８，６１８万７３７

円、２款 下水道事業費３億８，３５９万８，９８１円、３款 公債費２

億１，９０万４，９４５円、４款 予備費は支出ございません。歳出合計で

ありますが、支出済み額６億８，０６８万４，６６３円でございます。 

 続きまして、認定第５号 甲良町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算で

ございます。 

 歳入歳出予算額は、ともに１億１，６２５万９，０００円でございます。

歳入決算額は１億１，５９５万５，６６３円、歳出決算額は１億１，５８９

万６，４７１円で、歳入歳出差引残額は５万９，１９２円、うち翌年度繰越

財源はございませんので、実質残額は同額の５万９，１９２円でございます。 

 続きまして、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款 県支出金、収入済み額１，０３０
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万６，０００円、２款 繰入金４，５０４万４，１５３円、３款 財産収入１０

万３，５１０円、４款 諸収入、調定額が２億３，０８８万５，８５４円、

収入済み額が６，０４４万２，８０８円、５款 繰越金、収入済み額５

万９，１９２円でございます。歳入合計でありますが、調定額は２億８，６３９

万８，７０９円、収入済み額が１億１，５９５万５，６６３円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。１款の総務費でありますが、支出済み

額９２６万３，１９０円、２款の公債費１億６６３万３，２８１円、３款 予

備費は支出ございませんので、歳出合計であります、１億１，５８９

万６，４７１円でございます。 

 続きまして、認定第６号 甲良町土地取得造成事業特別会計決算でござい

ます。 

 歳入歳出予算額は、ともに３２４万８，０００円、歳入決算額は３２４

万６，５２９円、歳出決算額は３２４万６，５１７円で、歳入歳出差引残額

は１２円であります。翌年度繰越財源はございませんので、実質残額も同額

の１２円でございます。 

 内容につきましては、１ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款 財産収入、収入済み額３２４万６，１９８

円、２款 繰越金３３１円、３款 諸収入は収入はございませんので、歳入

合計でありますが、調定額、収入済み額ともに３２４万６，５２９円でござ

います。 

 続いて、歳出でございます。１款の公共事業用地取得造成事業費、支出済

み額６２万４，５１７円、２款の諸支出金２６２万２，０００円、３款 予

備費は支出ございませんので、歳出合計でございますが、３２４万６，５１７

円でございます。 

 続きまして、認定第７号 甲良町墓地公園事業特別会計決算でございます。 

 歳入歳出予算額は、ともに２５６万４，０００円でございます。歳入決算

額は２６２万７１９円、歳出決算額は２４９万７，４６９円、歳入歳出差引

残額は１２万３，２５０円、翌年度繰越財源はございませんので、実質残額

も同額の１２万３，２５０円でございます。 

 内容につきましては、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款 総務費 収入済み額１２万７，０９０円、２

款 使用料及び手数料４６万円、３款 諸収入３万円、４款 財産収入４

万３，６２９円、５款 他会計借入金１８４万円、６款 繰入金１２万円で、

歳入合計であります。調定額、収入済み額ともに２６２万７１９円でござい

ます。 

 続きまして、歳出でございます。 
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 １款の墓地公園管理費であります。支出済み額１９万８，９６９円、２款

の公債費２２９万８，５００円、３款 予備費は支出ございませんので、歳

出合計でございますが、支出済み額２４９万７，４６９円でございます。 

 続きまして、認定第８号でございます。甲良町介護保険特別会計決算でご

ざいます。 

 歳入歳出予算額は、ともに５億２，２７７万１，０００円でございます。

歳入決算額は５億１，８２１万５，０４７円、歳出決算額につきましては、４

億７，８１５万１，２１８円、歳入歳出差引残額は４，００６万３，８２９

円、うち翌年度繰越財源はございませんので、実質残額の同額の４，００６

万３，８２９円でございます。 

 内容につきましては、１ページをお開きをいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。１款の保険料でありますが、調定額９，１４３

万３９円、収入済み額８，９４６万２，３１７円、不納欠損額４７万１３５

円、収入未済額が１４９万７，５８７円、２款の使用料及び手数料でありま

す。収入済み額が６，５００円、３款の国庫支出金１億７７４万１，７５０

円、４款の支払い基金交付金１億３，８８４万３，３５１円、５款 県支出

金６，４５６万１，８７５円、６款 繰入金８，０５８万２，５１０円、７

款 繰越金３，６９９万６，８０６円、８款 諸収入、調定額が３９

万９，３００円、収入済み額が１万９，８９５円、不納欠損額が３７

万９，４０５円でございます。９款の財産収入につきましては、収入済み

額４３円であります。歳入合計でありますが、調定額が５億２，０５６

万２，１７４円、収入済み額５億１，８２１万５，０４７円、不納欠損額８４

万９，５４０円、収入未済額が１４９万７，５８７円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。１款の総務費であります。支出済み

額２，８８６万８，８９４円、２款の保険給付費４億３，５９３万３，２２５

円、３款地域支援事業費６８１万９，６０６円、４款の公債費、５款の基金

積立金については支出はございません。失礼いたしました。５款につきまし

ては、基金積立金４３円でございます。６款の諸支出金であります。６５２

万９，４５０円、７款の予備費については支出はございません。歳出合計に

つきましては、支出済み額４億７，８１５万１，２１８円でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。適切なご審査をいただきまして、

それぞれご承認を賜りますよう、ひとつよろしくお願いをいたします。 

○藤堂議長 建設水道主監。 

○茶木建設水道主監 それでは、認定第９号 平成１９年度甲良町水道事業会

計決算ならびに事業報告をさせていただきます。 

 まず、水道、１ページ、２ページでございますが、収益的収入および支出
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でございます。 

 収入、第１款 水道事業収益、決算額で１億９，６４４万９，４４３円、

支出、第１款 水道事業費、決算額１億８，４０６万１，６５６円でござい

ます。 

 次のページ、水道、３ページ、４ページでございます。 

 資本的収入および支出、収入、第１款 資本的収入、決算額２，４１９

万８，６５５円、支出、第１款 資本的支出、決算額１億２，３０８万４，３９５

円でございます。差し引きいたしまして、下の米印でございますが、資本的

収入額が資本的支出額に不足する額９，８８８万５，７４０円は、当年度消

費税資本的収支調整額１６１万４，７３２円、過年度損益勘定留保資

金３，８１６万２，０３１円、当年度損益勘定留保資金５，９１０万８，９７７

円で補填をいたしました。 

 水道の６ページでございます。 

 平成１９年度甲良町水道事業会計損益計算書、これは消費税抜きで計上さ

せていただいております。 

 まず、営業収益でございますが、１億５，７７６万９，２４５円、営業費

用といたしまして１億４，１１０万５，３８３円でございまして、営業利益

といたしまして１，６６６万３，８６２円でございます。営業外費用３，０９３

万７，１２５円、営業外費用３，６８２万８，１１８円、５８９万９９３円

の 減 で ご ざ い ま す 。 経 常 利 益 と い た し ま し て 、 差 し 引 き い た し ま し

て１，０７７万２，８６９円でございます。当年度純利益１，０７７

万２，８６９円、前年度繰越利益剰余金で４，０１５万２，６９４円、合計

いたしまして、利益剰余金が５，０９２万５，５６３円でございます。 

 続きまして、水道の８ページでございます。 

 平成１９年度水道事業会計剰余金処分計算書（案）でございます。当年度

未処分利益剰余金５，０９２万５，５６３円、このうち減債基金積立金

に５００万円、建設改良積立金に５００万円、この積立をいたしまして、翌

年度繰越利益剰余金として４，０９２万５，５６３円でございます。 

 ９ページ、１０ページでございます。 

 平成１９年度甲良町水道事業会計貸借対照表でございます。まず、資産の

部でございますが、有形固定資産合計３３億９，６５４万５，１９４円、固

定資産合計といたしまして、加入債権投資を含めまして３３億９，６６５

万２，４９４円でございます。流動資産といたしまして、現金預金２

億６，３６０万５，６７０円、未収金５，０３８万８，９６４円、貯蔵品と

いたしまして２７７万６，７７０円で、資産合計が３７億１，３４２

万３，８９８円でございます。 
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 まず、負債の部でございますが、未払金といたしまして５５８万４，９４４

円でございます。資本の部で、自己資本金１億８，９２４万９，９００円、

借入資本金といたしまして１４億５，０６４万９，９８７円でございまして、

資本金合計１６億３，９８９万９，８８７円でございます。資本剰余金合計

が１８億２，５５０万１，５０４円となっております。利益剰余金合計が２

億４，２４３万７，５６３円で、合計いたしまして、負債と資本とで合計が３７

億１，３４２万３，８９８円となっております。 

 続きまして、水道１１ページの事業報告でございます。 

 総括事項といたしまして、地方公営企業法の目的である公共性を発揮する

とともに、安全で安心できる良質な水道水の供給を図りながら施設の整備な

どを推進しています。公共下水道事業の面整備に伴いまして、上水管の同時

埋設工事を金屋工区、池寺工区で施工いたしました。また、石綿管の更新工

事も実施してきたところでございます。 

 これからの水道事業の方向として、安全で安心して利用できる安定した水

道の構築をめざす取り組みを行います。 

 議会の議決事項といたしまして、認定第９号 平成１８年度甲良町水道事

業会計歳入歳出決算並びに事業報告の認定について、ほか３件でございます。 

 続きまして、１３ページでございます。 

 工事でございます。主な建設改良工事につきましては、金屋下水道工事に

伴う配水管布設替工事第６工区工事ほか５件でございます。 

 業務にいたしましては、平成１９年度で年度末の給水人口８，０１５人、

配水量は年間１０３万４，６５３トン、有収水量、年間９６万６，５４７ト

ンでございまして、有収率につきましては９３．４２％でございます。 

 水道の１５ページでございます。 

 事業収入に関する事項といたしまして、平成１９年度供給単価が１５７

円８０銭となっております。１立米当たりでございます。給水単価、１立米

当たり１８３円８０銭となっております。 

 水道の１７ページでございます。 

 企業債及び一時借入金でございまして、企業債といたしまして、前年度末

残高１５億１，５６２万６，３３２円で、借り入れはございません。本年度

償還額が６，４９７万６，３４５円で、本年度残高が１４億５，０６４

万９，９８７円でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

○藤堂議長 質疑に先立ちまして、監査委員の建部議員から、平成１９年度甲

良町各会計歳入歳出決算審査の報告を求めます。 

○建部議員 平成１９年度の甲良町の各会計の決算審査の結果と意見のご報告
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を申し上げます。 

 審査は、平成２０年７月２２日、３１日および８月１日の３日間、議員控

室におきまして一般会計、国保会計、老保会計、下水道会計、住新会計、土

地取得会計、墓地会計、介護保険会計、水道会計の９会計を実施いたしまし

た。 

 それでは、結果についてご報告をいたします。 

 まず、一般会計でございます。歳入決算額は、３３億７，５３３万９，０００

円、歳出決算額は３３億８９７万７，０００円で、差し引き残高は６，６３６

万２，０００円となり、このうち平成２０年度へ繰り越した事業に要する財

源３１６万２，０００円を差し引くと、実質残高は６，３２０万円の黒字で

翌年度へ繰り越しました。 

 歳入では、前年度と比べて５，１１０万８，０００円の減となっています

が、主には地方譲与税、地方特例交付金、国庫支出金と地方債などの減によ

るものであります。 

 歳入決算における自主財源構成比は３６．７％と、前年度と比べて４．７

ポイント高くなっている。これは、財産売払収入の増によるものであります。 

 自主財源の増額確保は困難であるが、税や使用料を確実に徴収することと

課税漏れをなくすことを徹底し、収入確保に最大限の努力をされたい。 

 一般会計における収入未済額の状況ですが、町税は５，１９５万６，０００

円、保育料は７１万６，０００円で７万円の増。住宅使用料は１，９３４万

円で８７万３，０００円の増、不動産売払収入は８５万円、学校・園給食費

は２２万３，０００円で６万３，０００円の増、合わせると７，３０８

万５，０００円となり、前年度と比べて８４６万７，０００円増えている。

全体として滞納額が増加の傾向であるため、より一層徴収努力をされたい。 

 不納欠損処分については、滞納額の内金をさせる、強制執行を行うなどし

て極力時効の中断をしてから処分をされたい。平成１９年度４月から設置の

甲良町徴収対策推進本部をフル活用し、口座引き落とし等不納時に即時対応

できるような体制の確立を図り、滞納理由や課題の分析を的確に行い、素早

く対応すること。また、法に基づいた滞納整理を果敢に執行されたい。 

 唯一の自主財源がこのままでは予算も組むことが困難になることが予想さ

れるため、引き続き増収に努められたいとの意見であります。 

 一方、歳出では、前年度と比べて７１７万円の減となっていますが、主に

は総務費および土木費などの減によるものであります。 

 予算額に対する執行額は９７．４％でありますが、翌年度への繰り越しを

して事業を執行する繰越明許費繰越額３１６万２，０００円を控除した執行

率は９７．５％であります。 
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 普通会計ベースによる公債費比率は１２．１％と前年度より１．３ポイン

ト高くなり、地方債許可制限比率は６．２％と、前年度より１ポイント低く

なり、地方債現在高比率は１９２．４％と、前年度より１８ポイントも低く

なった。この地方債現在高比率が２００を切ったのは、昭和５０年度から３２

年ぶりで、これは繰り上げ償還を積極的にした結果であります。 

 財政構造の弾力性を示す経常収支比率は９５．６％で、前年度と比べ

て４．９ポイント高くなり、三位一体改革による影響も大きいが、財政の硬

直化が進んでいると言わざるを得ない。人件費は構成比が高いため、引き続

き人員の削減、適正化を求める。また、今後も経常経費の抑制に努められた

いとの意見であります。 

 次に、特別会計、企業会計でございますが、まず、国民健康保険特別会計

は、収入が８億８，７１９万８，０００円、歳出が８億８，５２６万１，０００

円、差し引き１９３万７，０００円の残額は、翌年度へ繰り越しました。 

 保健福祉課と連携し、病気の早期発見、早期治療、多重受診者への訪問や

日常生活での健康づくりを支援し、医療費の適正化および抑制に努めること

を期待する。 

 なお、国民健康保険税において、収入未済額は不納欠損額の３８９

万６，０００円を除いても前年度より３９５万９，０００円増え、４，８５３

万１，０００円となっている。今後も厳しい対応と実効ある滞納整理を求め

るとの意見であります。 

 次に、老人保健医療事業特別会計ですが、歳入が７億３，７３８万２，０００

円、歳出が７億３，７３８万２，０００円、差し引き４５万２，０００円の

残額は、翌年度へ繰り越しました。 

 次に、下水道事業特別会計ですが、歳入が６億８，６３２万５，０００円、

歳出が６億８，０６８万５，０００円、差し引き５６４万円を翌年度へ繰り

越しました。 

 使用料及び分担金において、収入未済額が１，４０７万３，０００円とな

り、前年に比べて２２１万４，０００円増えた。内金の処理をするなどして

時効中断の措置をとり、確実な徴収事務を執行されたい。 

 下水道の普及率が９６．３％に比べて水洗化率が５４．４％と低いことか

ら、引き続き水洗化率の向上策の検討を図られたいとの意見であります。 

 次に、住宅新築資金等貸付事業特別会計は、歳入が１億１，５９５

万６，０００円、歳出が１億１，５８９万７，０００円、差し引き５万９，０００

円 の 残 額 は 翌 年 度 へ 繰 り 越 し ま し た 。 歳 入 未 済 額 は １ 億 ７ ， ０ ４ ４

万３，０００円で、２４２万９，０００円増加している。 

 また、過年度の収納率が３．８ポイント落ちた理由を分析し、例年並みの
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徴収率を確保するよう努力すること。 

 不景気や償還者の高齢化等の理由で償還が思うようにいかないと思うが、

今まできっちり返済している方々を考えると、滞納をこのまま放置すること

は許されないことである。今後は法的措置をとるなど、創意工夫して滞納に

歯どめをかけるべきであるとの意見であります。 

 次に、土地取得造成事業特別会計は、歳入が３２４万７，０００円、歳出

が３２４万７，０００円、差し引き１２円の残額は翌年度へ繰り越しました。 

 呉竹２カ所、長寺３カ所の４５７．１２平方メートルを処分したが、残る

土地についても早急に処分をし、土地代金の回収と固定資産税の賦課に努め

られたい。 

 未処分の町有地については、管理の強化を図り、現状の回復・改善に努め、

他の町有地を含めて現況を明らかにすることとの意見であります。 

 次に、墓地公園事業特別会計は、歳入が２６２万円、歳出が２４９

万７，０００円、差し引き１２万３，０００円の残額は翌年度へ繰り越しま

した。 

 現在、整備された墓地３９６基中、現在１８７基の処分で、その率４７．２％

であり、少しでも早期に処分がされるよう望む。 

 また、永代使用促進事業補助金の利用者が少ないので、広く住民にＰＲし

て販売の促進を図ること。また、墓地管理費についても少しでも安くなるよ

う、次回徴収時までに検討されたいとの意見であります。 

 次に、介護保険特別会計ですが、歳入が５億１，８２１万５，０００円、

歳出が４億７，８１５万１，０００円、差し引き４，００６万４，０００円

の残額は翌年度へ繰り越しました。 

 認定者数は前年度より２９人増えていて、在宅介護サービス費は１６．８％

の増となっています。特に居宅介護サービス給付費が１４．７％も伸びてお

り、筋力向上トレーニング、転倒防止教室、せせらぎサロン等の介護予防事

業に積極的に参加を呼びかけ、介護給付費の抑制に努められたい。収入未済

額は１４９万８，０００円で、前年に比べると１万８，０００円増えている。

きめ細かに訪問し、納付義務を理解してもらうとともに、徴収に努められた

いとの意見であります。 

 次に、水道事業会計は、損益計算書において、収入の営業収益は１

億５，７７６万９，０００円、営業外収益は３，０９３万７，０００円、支

出の営業費用は１億４，１１０万５，０００円、営業外費用は３，６８２

万８，０００円、差し引き１，０７７万３，０００円は当年度純利益となり、

前年度繰越利益剰余金４，０１５万３，０００円を合わせると、当年度未処

分利益剰余金は５，０９２万６，０００円となります。 
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 そのうち、減債積立金に５００万円を、建設改良積立金に５００万円を処

分することから、翌年度繰越利益剰余金は４，０９２万６，０００円となり

ます。 

 石綿管の更新が進むにつれて、有収率が９３．４％で５ポイントも上がっ

た。漏水件数も減少し、水道水の安定した供給に取り組むことができた。今

後もその努力を怠らず、不正取水の再発防止に最善を尽くされたい。 

 収入未済額は、４，５２１万８，０００円で、前年度に比べて２６２

万９，０００円増えたが、今後も徴収体制を改め、悪質滞納者へは給水停止

処分をも含めて厳しい対応を求めるとの意見であります。 

 結論であります。 

 平成１９年度甲良町一般会計および各特別会計の歳入歳出決算について審

査した結果、決算の計数は正確であり、予算の執行および財産の管理につい

てはおおむね、このおおむねとの表現は後ほど述べますが、財政援助団体の

一部に不適切な会計処理があったことから、おおむねといたしました。おお

むね適正に処理されていると認められました。また、各基金の運用状況を示

す書類の計数については、関係諸帳簿および証拠書類と符合しており、誤り

のないものと認められました。 

 国の三位一体改革や県の財政危機回避のための構造改革により、厳しい収

入不足に見舞われましたが、事務事業の見直しや経費の削減に努めたことは

評価したい。町の将来像とする「心かよい、人がきらめく、せせらぎ遊園の

まち」をめざして、まちづくり施策、子育て支援センターの充実、農業振興

施策、教育・文化施策、環境施策、安心安全のまちづくり等の分野において

成果を上げました。 

 しかし、脆弱な財政基盤で、自主財源に乏しく、多くは依存財源に頼って

いる。中でも、地方債の現在高は総額１０２億６，１１２万４，０００円で、

前年比２億５，８３２万円の減額となったが、依然として大きな借金を抱え

ています。 

 また、徴収金の滞納状況は、前年度より１，８９７万５，０００円増え、３

億５，２４８万８，０００円となりました。累積額は毎年最高額を塗りかえ

ています。 

 その推移は、次のとおりでありますが、１０年前の平成９年度の倍額を超

えました。 

 滞納については、徴収率が大幅に落ち滞納額が増えている。原因として、

景気の低迷、生活が厳しいなど考えられますが、職員の努力が足りなかった

のではないか。今後は原因を究明し、町長以下関係職員のさらなる滞納整理

への努力、確固たる姿勢と熱意、責任ある実行を求めます。 
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 現在の財政運営を継続していくと、あと数年で赤字に転落するという危機

感を持つべきであります。 

 特に、人件費は、年間約１１億円でありますが、町税収入を上回っていま

す。近隣の市町に比べると職員の数ははるかに多い。来年度以降、正職員に

はより一層頑張っていただき臨時職員を適宜整理し、人件費の抑制に努めら

れたい。 

 また、町の財政支援団体の一部において、支払い事務が不適切で帳簿が整

っていない団体があったことから、今後はそのようなことのないよう適正に

処理をされることを強く求めます。 

 なお、特別会計への助成金、出資金、操出金については各会計の目的を十

分勘案の上、会計ごとに毎年独立採算がとれるよう指導し、的確に処理する

こと。 

 この財政危機を回避するために、平成１８年３月に策定した甲良町集中改

革プランに沿って、職員が一丸となって町政全般にわたり合理化と経費の節

減に努め、事業の執行にあたってもむだのないよう行われることを切望して、

平成１９年度決算審査の意見の結びといたします。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 決算審査の報告が終わりましたので、ただいま議題となっており

ます認定第１号から第９号までの９議案につきまして、質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 １０番 西澤です。 

 すべての案件は委員会で付託をされていますので、主に２点、総括的なと

ころでどういう対応をされてきたのか、また、その決算をふまえてどういう

方向で臨もうとしているのかをお聞きいたします。 

 １つ目は、決算審査にも書かれています４ページです。土地取得造成特別

会計についてであります。この監査委員の指摘にもございます。また、私ど

も原告で同和対策事業の宅地分譲事業の残地の問題について行政訴訟を起こ

しているところでありますが、その中でも明らかに出てきています。つまり、

対象の土地そのものが登記で、また、変更などで残地の対象でない、つまり

払い下げの対象でないというところが出てまいりました。そういう点でも、

この指摘がありますように、土地の代金の回収、つまり残地で残っていなが

ら占拠をされている。しかも、それは払い下げの決定がされていないところ

は未収金でも上がらない。つまり、占領されたままというようになっていま

す。そういう点でも、個別の対応もございますし、それから、全体としてど

ういうような改善策をとるのかについても、従来の延長線では解決できない
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問題を抱えています。この点での対応策をどういうように基本的にとろうと

しているのかというところであります。 

 もう１点は、７ページ、決算審査の７ページに指摘されています財政支援

団体の問題であります。一部分、私どももうわさとして、また、伝え聞きで

聞いていたところであります。しかし、監査委員の指摘でこういう意見が付

される。しかも、帳簿がそろっていない。支払いの方法についても不正が指

摘をされているわけです。この点についてどの団体で、具体的にはどのよう

な不適切な処理があったのかについて報告を求めたいと思います。この２点

です。よろしくお願いします。 

○藤堂議長 村田人権主監。 

○村田人権主監 まず、１点目の土地取得造成特別会計の今後の未処分地の対

応策についてのお尋ねというふうに考えております。 

 今までにも述べさせていただいております、やはり払い下げが決まってい

る方についてはおのおのの方々と交渉を根強く持つということ以外、ちょっ

と方法がないかなというふうに考えておりますし、不法占拠等がされている

場合には速やかに話し合いを持って撤去していただくように今後も進めてい

きたいというふうに考えております。 

 また、意見の方で述べていただいております今後の他の、徴収を含めた現

況を明らかにするというとこら辺につきましても、今後、努力をさせていた

だきたいというふうに考えております。 

○藤堂議長 建部議員。 

○建部議員 監査の時点で、その所管の主監には指摘をしておいたんですが、

産業振興課の所管におきまして、１つは観光協会の経理がありました。近年、

団体で、またこういう公職の中で、俗に言う飲み会、飲食費なんですが、全

額 丸 抱 え で 賄 い 費 を 見 て い る と い う の が ご ざ い ま し た 。 そ の 額 が １

人９，０００円当たりの賄いが全額支払われていたということと、もう一つ

は、夏まつり事業でございます。本来、見積もりをとって契約を交わし、請

求があって、支払いをして、領収をいただくという経理の道筋があるわけで

すが、請求書もないままに金が払われている。そして、その決済が上司の決

裁もなく担当者が金を支払っている。ですから、その支払いについても業者

との話についても、購入する内容が、少なくとも課長、主監の耳には、また

目には触れていない。すべて担当者が処理をしていたという、そういう内容

でございます。 

 以上です。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 人権主監の答弁でありますが、決算の中にも触れていますし、そ
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れから、決算審査の意見の中でも触れていますが、対象となる、私たちが監

査請求をした時点を原点で考えますと５１カ所、約１万６，０００平米なわ

けですけども、その後、訴えがございまして、現地を調べに行きました。登

記も調べてまいりましたが、これ以上、つまり５１カ所１万６，０００平米

以上の残地はないと限定できますか。それとも、さらに精査をして増える可

能性があるということで思っておられますか。それが１つです。 

 もう一つは、２つ目の答弁がありました、この不適切な処理、観光協会や、

それから夏まつりに関する問題でありますが、初歩的な事務的な流れがマニ

ュアルに基づいていないのではないかというのが１つ感じています。その点

でも改善策をどういうように、この指摘を受けて、また、流れから見てもど

ういうように改善をしようとしているのか、答弁を願いたいと思います。 

○藤堂議長 人権主監。 

○村田人権主監 今までの質問の中でもお答えしてまいりました。当然、登記

等を進めていく中で増えてくる可能性は、道路残地等で増えてくる可能性は

あるというふうに思っております。 

○藤堂議長 産業振興主監。 

○中山産業振興主監 観光協会夏まつり事業に推進においてでございますけれ

ども、年度当初の予算計上、また、年度当初の課内会議におきましても不適

切な部分として詰めていくということで、今年度におきましては実行委員会

での細部協議、また、この運用につきまして監査委員さんの指摘を受けまし

て、極力指摘を回復するということで、今年度につきましては指摘内容をク

リアする内容で進めているというような状況でございます。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 最後にいたしますが、土地取得の会計についての答弁をもう一遍

求めますが、登記を調べていけばというところではないんですよね。事業で、

既に私の調べて登記を確認をし、現地で写真を撮ってまいりましたが、現に

倉庫が建っています。この方の訴えは、支払いをしたいということで行った

けども、まあ待ってくれというのでもう十数年たっています。これは、登記

を調べるまでもないんです。そういう残地の分譲事業の中で残地について、

また、分譲事業について正確な事業がされていないという一例なんです。で

すから、監査結果で出されたやつは５１カ所１万６，０００平米と。これだ

けですというのは出てきたんですよね。 

 ところが、精査してみたら、また、登記を調べてみたらまだあるかもしれ

ない。つまり筆数で私どもは言っているわけではありませんが、箇所数で言

えば５１カ所、さらに増えるというのは、宅地分譲したところでまだ占領さ

れているか、ないしは占領されずに未処分のままで残っている。そういうと



－25－ 

ころがまだある。これだけはある。大阪市の裏金ではありませんが、これだ

けだ、これだけだと言って、次々次々出てきているのと同じように思うので

すが、一ぺん、本当に総力を挙げて、課で、ないしは庁舎でチームをつくっ

て、全部のところを明らかにする。監査委員の指摘にもありますように、全

部の内容を明らかにする必要があるというように指摘をされていますが、ど

ういうように考えておられますか。 

○村田人権主監 監査委員さんからご指摘を受けていることにつきましては、

大変真摯に受けとめる必要があるというふうに考えております。ただ、なか

なか登記関係等を伴う情勢もございますので、すぐに把握するというのが非

常に困難な現状というのもございます。その点もふまえまして、今後、鋭意

努力をさせていただきたいというふうに考えております。 

○藤堂議長 よろしいですか。 

 ほかに何か意見はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑は終わります。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議題となっております日程第６ 認定第１号から日程第１４ 認

定第９号までの９議案につきましては、会議規則第３９条第１項の規定によ

りまして、お手元に配布いたしておきました議案付託表のとおり所管の常任

委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○藤堂議長 異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 次に、日程第１５ 議案第４２号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第４２号 甲良町議会議員の報酬および費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務主監。 

○野瀬総務主監 議案第４２号 甲良町議会議員の報酬および費用弁償等に関

する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

 題名中、「報酬」を「議員報酬」に改める。 
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 第１条、第２条、第３条の見出しおよび同条第１項から第３項まで、第４

条並びに第６条第２項中「報酬」を「議員報酬」に改める。 

 付則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものであります。

よろしくお願い申し上げます。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑は終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論は終わります。 

 これより、議案第４２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 賛成全員であります。 

 よって、議案第４２号は可決されました。 

 次に、日程第１６ 議案第４３号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第４３号 甲良町特別職報酬等審議会条例の一部を改正

する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務主監。 

○野瀬総務主監 議案第４３号 甲良町特別職報酬等審議会条例の一部を改正

する条例についてご説明申し上げます。 

 第２条中「議会の議員の報酬」を「議員報酬」に改める。 

 付則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものであります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第４３号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第４３号は可決されました。 

 次に、日程第１７ 議案第４４号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第４４号 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬お

よび費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務主監。 

○野瀬総務主監 議案第４４号 甲良町特別職の職員で非常勤のものの報酬お

よび費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げ

ます。 

 別表中、高齢者保健福祉審議委員会委員の次に、甲良町新エネルギービジ

ョン策定委員会委員長、日額１万５，０００円、同じく副委員長、日額１万

円、同じく委員、日額５，５００円を加えるものでございます。 

 付則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものであります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 建部議員。 

○建部議員 この特別職の非常勤のものの報酬および費用弁償ですが、現在、

条例というか、それで定められている区分は５８区分あるわけでございます。

その中に、例えば、ほかの審議会とか協議会とか何々委員会とかいう委員の

報酬が定めているわけですが、このエネルギービジョンの策定委員会に委員
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長１万５，０００円、副委員長１万円という定めをする特別な理由があるの

か。ほかの、既に定めている委員会なり審議会とどこが違うのか。その点の

説明を求めます。 

○藤堂議長 総務主監。 

○野瀬総務主監 ビジョンの策定委員の日額報酬についてを検討いたしました。

委員長、副委員長は、委員会構成委員の中の学識経験を有する人というふう

な規定がありまして、いわゆる大学の教授、准教授クラスをその任にあたっ

ていただくことで、委員会での互選が行われました。 

 したがいまして、県の積算報酬単価、ならびにその大学教授をもって策定

をされました湖東のビジターズインダストリーの委員会の報酬を参考にいた

しまして日額報酬を算定いたしました。ビジターズインダストリーの方では、

委員長、日額１万８，０００円、副委員長が１万５，０００円でありました

ので、甲良町の場合には少し抑えさせていただいた形で、県の単価表もその

あたりの基準となっておりますので、少し甲良町は配慮した形で、抑えた形

での報酬策定をさせていただいているところでございます。 

 以上であります。 

○藤堂議長 ７番 建部議員。 

○建部議員 既に定められている条例で、今は機能していないけれども、例え

ば、甲良町でも都市計画審議会というのがあります。また、国保の運営協議

会、商工振興審議会、給食センター運営委員会、水道運営委員会、総合計画

審議会、公共下水道審議会、介護保険運営協議会、高齢者保健福祉審議会、

そういった審議会がありまして、それぞれ委員、すべて５，５００円の日額

であります。なぜ、この新エネルビービジョンの策定委員会だけが、その委

員長に１万５，０００円、副委員長に１万円という額を定めなければならな

いのか、非常に大きな疑問であります。既に定められている各委員会なり審

議会の委員には、すべて委員長、副委員長、また、会長、副会長がおられま

す。それらと比較してどうなのかというのを、再度、説明願います。 

○藤堂議長 総務主監。 

○野瀬総務主監 ただいまおっしゃいましたように、今までの非常勤特別職の

日額報酬につきましては、それぞれ建部議員のおっしゃる基準のとおりでご

ざいます。どちらかといいますと、すべて構成員が町内の委員さんで委員長、

副委員長も選出を願ったというふうな場合でありますので、委員長、副委員

長、そして委員さんの日額格差はないということでございますが、今回は特

に、将来甲良町における新エネルギーを導入するということで、学識経験の

誘導指導、そして、エネルギービジョン策定に、その学識経験を活かした形

でのビジョン反映ということで、今回、２名の大学教授クラスの方々を正副
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委員長に当初から想定をおりましたので、近隣、県の動向を定めて日額報酬

を定めたことでございます。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 建部議員。 

○建部議員 今、町外からの大学の教授、または何人かの委員がと言いました

が、現在定められている委員会、審議会の中にもその委員の中には町外の有

識者、学識経験者というのも入っています。そのことは野瀬主監はご承知か

どうかはわかりませんけれども、一応定められている審議会、委員会の中に

も町外からあるということを述べておきます。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 建部議員の質問ともダブりますが、私も基本的な疑問を持ってい

たものであります。 

 そこで、野瀬主監の答弁がありましたが、建部議員の疑問に基本的なとこ

ろで答えていない。これは、ここの一覧表の中にある部分だけでも、それぞ

れ専門性を有するというので委員が選出されています。中には医師という方

もおられますし、大学の専門家もおられます。そういう方々が知識を持ち寄

って、学識を持ち寄って審議をするというレベルであれば、なぜ特別にこの

分だけを引き上げねばならないのかという点の説明は、全くなされていない

というように思います。この議案の中にあります介護審査委員会、これは頻

繁に行われます。しかも、定例であります。そういう点で見ても、９，５００

円の限度額になっていますが、それよりも委員長、副委員長が多い。 

 しかも、もう１点目は、それぞれは委員の並列の報酬が決められています

が、今回は新エネルギーの策定委員会、エネルギービジョン策定委員会に限

って、委員長、副委員長、普通の委員というように差をつけたのについては

どういう説明がされるのでしょうか。どういう根拠があるのでしょうか。そ

の２点、お願いします。 

○藤堂議長 総務主監。 

○野瀬総務主監 お答えします。 

 今回の答弁がダブるかもしれませんが、エネルギービジョンの策定委員長、

副委員長については、大学教授クラスをお願いをするということで要綱を定

めたところでございます。 

 したがいまして、経済産業省の外郭団体でありますＮＥＤＯという団体の

補助をいただいての事業推進になりますので、ＮＥＤＯに委員長、副委員長

クラスの、教授クラスの参考というふうなことで、県にも照会しながら、一

応、水準を、他の市町での水準を参考にしながら、甲良町の委員長、副委員

長の日額を設定したものでございます。 
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 以上であります。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 同額にせよとは言っていませんが、基準はここにあります、甲良

町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例でありま

す。対等でありますし、甲良町から見ればそれぞれ重要な位置であります。

そうしますと、今までの答弁を聞いていますと、この新エネルギーのビジョ

ン策定委員会、特別に重視をする、こういうことで受け取っていいんでしょ

うか。そういう意図があるというように受け取れるんですが、それでいいん

でしょうか。 

○藤堂議長 総務主監。 

○野瀬総務主監 今後の甲良町の温暖化対策、いわゆる地球規模、あるいは国

家挙げてのエネルギーを、石油代替エネルギーを行政として施策に反映して

いくということでありますので、専門的な識者を委員長、副委員長にという

ことでの設定でございます。 

 以上であります。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 そうしますと、この新エネルギーの策定の委員会の頻度ですね。

年間ないしは月ベースでありますが、どういうようなペースで開く予定をさ

れていますか。それが１点目であります。 

 先ほどの答弁とも関連をしますが、どの部分をとっても重要な委員、そこ

からこの新エネルギーについては国の施策、それから、甲良町の将来という

ことで形容がありましたが、特別に重視をするというように改めて思うわけ

ですけども、そこのところ、答弁していただいていないですが、どうなんで

しょうか。 

○藤堂議長 総務主監。 

○野瀬総務主監 委員会は、おおよそ５回という規定がありますが、４回持っ

ても、それはオーケーということで、甲良町の場合には４回の委員会でビジ

ョンを策定するということで、４回を予定しております。 

 それと、もう１点は、先進地事例調査ということで先進地事例調査がある

わけですが、それも調査をして、ビジョンの反映の委員会に活かしていくと

いうことでございますので、先進地事例調査が１回、それから、町民啓発を

含めまして意向調査をやりますので、アンケートがございます。それらにつ

いても事前にアンケート内容についての指導も得ているということでござい

ます。委員会としては、冒頭申し上げました４回でございます。 

○藤堂議長 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 建部議員。 

○建部議員 規定の審議会なり、各委員会が幾つかあって、私、先ほど新エネ

ルギーと、その既に決められている委員会なり、審議会が遜色があるのか。

取り立ててエネルギーだけがなぜ突出してという質問をしました。近年、こ

れは社会情勢がそうでございますから、例えば、特別職、そして議員、そし

て、こういう非常勤の報酬の見直しがされて、減額の方向にあることは承知

の事実であります。その中にあって、あえて１万５，０００円、１万円とい

う、そういう報酬を立てる。先ほどの特別な理由があるのか。その中にもど

うしても納得がいかないと。不合理な部分がございます。 

 私は、この委員会の委員さんにうんぬんは申し上げてもおりません。ただ、

今までの委員会の中にも有識者がおって、町外の方もおられる。必ずしもそ

の方が委員長になっているとは限らないし、そして、その中で皆さんは日

額５，５００円の日当でもって審議、協議がされております。そして、この

審議会なり、運営委員会、私、今までの経験からいきますと、多分この新エ

ネルギーの場合、委員長はどなたになっているかわかりませんけど、今言っ

ている大学の教授とか、そういう、これに対する有識者がなっておられるの

か、これもわかりませんけれども、その委員会でほんまにその策定がされる

のか。それとも、どこかのコンサルでお願いして、また、職員にその能力が

なかったら当然のことですが、その作文なり、計画策定は、本当にこの委員

会の、今言った大学の教授なり、そういう有識者で本当に行われるかどうか

というのは非常に疑問であります。 

 そういう意味でも、今、そういう報酬が減額の方向にあるという中に、あ

えて１万５，０００円、１万円の報酬は、私は不合理であるということから、

反対の討論をいたします。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 私は２点にわたってであります。 

 １点目は、日額の計算でいきますと、審議会委員、それぞれの質問のとき

にも意見を挟みましたが、それぞれの立場で、また、それぞれの専門性を活

かして委員に就任をしていただいています。そういう中で、特別に委員長、

副委員長、平と、普通の委員というように分けて体系をつくること自体が特

別な状況であります。そういう点から見ても、審議委員さんが５，５００円

で就任をいただいて、その日額の報酬を出している。こういう公平性から見

て納得ができないのであります。 
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 もう一つは、この新エネルギーはあくまで策定委員会です。こういう方向

でビジョンをつくる。そして、ビジョンをつくった上で、実行するのは町の

職員と町民が力を合わせて実行する問題であります。しかし、専門性の高い

問題で、でき上がったものを、こうですという形で結論をつけられても、職

員も、それから町民もついていけないのが実態であります。つくり上げる段

階から町民のいろんな創意工夫、また、学識もない中で、自然を活かしたエ

ネルギーの利用という点では、いろいろな平たい論議から積み上げるという

のが大事であります。そういうところから見れば、このエネルギーの策定委

員会だけが突出をして、そしてでき上がったものが町の職員に、いわば押し

つけられる、それを消化し切れない。そして、町民の中にもその問題が高度

過ぎて、本当にそれぞれ日常の中、町民生活の中で活かして、次、その策定

委員会で提言されたやつをつくり上げていくという作業はできないというよ

うに、困難だというように私は思います。そういう点で、こういう報酬の体

系をつくること自体、承服できないということを表明させていただいておき

ます。 

○藤堂議長 ほかにありませんか。 

 北川議員。 

○北川議員 私は賛成をしたいと、このように思います。 

 確かに建部議員や西澤議員が今意見を言いましたように、ほかの運営委員

会、あるいは協議会に比べると、委員の報酬の中にも、特に正副委員長とか、

正副会長、この額は３倍というようなことで突出しているというように思い

ます。私も国保の運営委員会とか、介護保険の委員をしているわけです。そ

の中で、２時間なり一生懸命審議をして協議をする。会長も副会長も委員も、

皆、先ほど西澤君が言うたように並列で、報酬は一定であります。そういう

ことから考えるとあまりにも金額的に大きい。私も全協のときにこの話はし

ようかなと思っていたんですけども、非常に報酬が多いなというような思い

をしておりました。 

 いろんな運営委員会、協議会、それぞれ有識者、私たちも有識者でありま

して、あるいは、一般町民の方も選出される人は皆有識者なんです。学識経

験者、有識者、みんなそれぞれそのカラーを持った人が選出されているわけ

ですから、当然同じ立場であります。先ほど町外の方もいらっしゃるという

ような話もありました。国保の中でも、この町内の開業されているお医者さ

んもいらっしゃるわけです。お医者さんの時間当たりの、私の言葉で言えば

時間当たりのチャージにしたら、数倍以上のチャージがある、そういう人も

同じように５，５００円で来ているわけですね。だから、そういうことを考

えると、皆ある程度奉仕の精神を含めて来ているわけです。だから、そうい
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うことを考えると、高いなという思いをします。 

 ただ、この、今の新エネルギーの、国からのそういう方向で来ている部分

について、今回に限って急に、ある程度県のレベルに合わせていかないと甲

良町の立場も非常につらい立場になるであろうということを考えると、やむ

を得んかなと。ただ、今後はこういうことは、条例の中でもうたわれている

ように十分配慮をしていただいて、町民の納得できる報酬額に今後は設定し

ていただくと。選ばれた方にもちゃんとそのことは理解をしてもらうという

ことを含めて今後は進めていただいたらいいのではないかなと、そういう思

いをして、私は賛成します。 

○藤堂議長 ほかに討論のある方。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第４４号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立多数であります。 

 よって、議案第４４号は可決されました。 

 次に、日程第１８ 議案第４５号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第４５号 甲良町職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務主監。 

○野瀬総務主監 議案第４５号 甲良町職員の勤務時間、休暇に関する条例の

一部を改正する条例でございます。 

 第１２条第１項第３号中、公庫の予算および決算に関する法律第１条に規

定する公庫を、沖縄新興開発金融公庫に改める。 

 付則。この条例は、平成２０年１０月１日から施行するものであります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑を許します。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑は終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論は終わります。 

 これより、議案第４５号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第４５号は可決されました。 

 次に、日程第１９ 議案第４６号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第４６号 甲良町消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務主監。 

○野瀬総務主監 議案第４６号 甲良町消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例についてご説明申し上げます。 

 第３条第２項中、「国民生活金融公庫」を「株式会社日本政策金融公庫」に

改める。 

 付則、この条例は平成２０年１０月１日から施行するものであります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １０番 西澤議員。 

○西澤議員 １０番 西澤です。 
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 今回は、消防団員の公務災害の中の文言でありまして、国民生活金融公庫

から株式会社日本政策金融公庫に変わったのは国の施策、政府の施策の民営

化の一手段であります。１ページであります。そういう点では承服ができな

い問題でございますが、文言の整理、そして、精神がこの中でも、この公務

災害の補償条例の精神が変わるというものではございませんので賛成をいた

します。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第４６号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第４６号は可決されました。 

 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（午後 ５時１２分 休憩） 

（午後 ５時３０分 再開） 

○藤堂議長 休憩前に引き続きまして、会議を再開いたします。 

 次に、日程第２０ 議案第４７号と日程第２１ 議案第４８号、ならびに、

関連がありますので、日程第２２ 議案第４９号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第４７号 甲良町ふるさと寄付条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

 議案第４８号 甲良町ふるさと応援基金条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

 議案第４９号 甲良町税条例の一部を改正する条例。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 
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○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務主監。 

○野瀬総務主監 議案第４７号 甲良町ふるさと寄付条例についてご説明申し

上げます。 

 地方税法の一部を改正する法律にふるさと納税制度が盛り込まれたことに

よりまして、本町におきましても活力あるふるさとづくりに資することを目

的に甲良町ふるさと寄付条例を制定するものでございます。 

 まず、第１条、目的でございます。この条例は、甲良町を愛し、応援しよ

うとする個人または団体から広く寄付金を募り、これを財源として各種事業

を実施し、寄付者の甲良町に対する思いを実現化することにより、多様な人々

の参画による個性豊かな活力あるふるさとづくりに資することを目的とする。 

 第２条、事業の区分。この条例に基づき寄付された寄付金を財源として実

施する事業は次に掲げるとおりとする。 

 第１号、教育、文化の推進に関する事業。 

 第２号、保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業。 

 第３号、産業の新興に関する事業。 

 第４号、生活環境の向上に関する事業。 

 第５号、地域自治の充実に関する事業。 

 第６号、その他目的達成のために町長が必要と認める事業。 

 第３条、寄付金の管理運用。寄付金は、甲良町ふるさと応援基金により管

理し、運用するものとする。 

 第２項、前項の規定にかかわらず、町長が必要があると認めるときは、寄

付金を基金として積み立てることなく必要な財源に充てることができる。 

 第４条、寄付金指定。寄付者は、寄付金の使途を第２条各項に掲げる事業

のうちから指定し寄付をすることができる。 

 第２項、寄付者が寄付金の使途を第２条各項に掲げる事業のうちから指定

しなかったときは、同条第６号の事業の指定があったものとみなす。 

 第５条、適用除外。寄付金以外の寄付については、この条例の規定は適応

しない。 

 第６条、運用状況の公表。町長は、毎年１回、この条例の運用状況を公表

しなければならない。 

 第７条、委任。この条例の施行に関し、必要な事項は規則で定める。 

 付則、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 次に、議案第４８号 甲良町ふるさと応援基金条例の制定についてご説明

申し上げます。 

 第１条、設置。ふるさと甲良町を応援するため、甲良町ふるさと寄付条例
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に基づき寄付された寄付金を適正に管理し、運用することを目的として甲良

町ふるさと応援基金を設置する。 

 第２条、積み立て。基金は、次の各号により積み立てる。 

 第１号、寄付条例第２条各項の事業に係る指定寄付金。 

 第２号、基金の運用から生じる収益金。 

 第３号、その他予算に計上する額。 

 第３条、管理。基金に属する現金は、金融機関への預金、その他最も確実、

かつ有利な方法により保管しなければならない。 

 第２項、基金に属する現金は、必要に応じ最も確実、かつ有利な有価証券

にかえることができる。 

 第４条、運用益金の処理。第２条第２号の基金の運用から生じる収益金は、

一般会計歳入予算に計上して、この基金に繰り入れるものとする。 

 第５条、繰りかえ運用。町長は、財政上必要があると認めるときは、確実

な繰り戻しの方法、期間および利率を定めて基金に属する現金を歳計現金に

繰りかえて運用することができる。 

 第６条、処分。この基金は、寄付条例第１条の目的を達成するために、寄

付条例第２条に定める事業に要する費用に充てる場合に限り処分することが

できる。 

 付則、この条例は、公布の日から施行するものでございます。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

○藤堂議長 税務課長。 

○小川税務課長 議案第４９号 甲良町税条例の一部を改正する条例について

ご説明を申し上げます。 

 本条例につきましては、地方税法等の一部改正が行われたことによります

関係条項を改正するものでございます。 

 第９条につきましては、公的年金に係る特別徴収制度の創設に伴う規定の

整備でございます。 

 第３３条につきましては、寄付金税制控除を加えることによる条ずれ等で

ございます。 

 第３４条の２につきましては、寄付金控除の所得控除方式から税額控除方

式に改正することに伴う規定の整備でございまして、寄付金控除額の文言を

削除するものでございます。 

 第３４条の７につきましては、寄付金税制の拡充による新設でございます。 

 それから、第３４条の８、第３４条の９は、寄付金控除の条文が新設され

たことに伴います条ずれでございます。 

 第３６条の２につきましては、寄付金税制等の拡充に伴いまして所得控除
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方式から税額控除方式に改正されることによる規定の整備でございます。 

 それから、第３８条につきましては、公的年金等に係る特別徴収制度の創

設に伴う規定の整備でございます。 

 それから、第４１条につきましては、納税通知書の様式の変更でございま

す。 

 それから、第４４条から第４７条までにつきましては、同じく公的年金等

に係る所得の特別徴収制度の創設に伴うものでございます。 

 次に、第４７条の２から第４７条の６までにございましては、これも公的

年金等に係る特別徴収制度の創設による規定の追加でございまして、新設で

ございます。 

 それから、第５１条につきましては、民法第３４条の公益法人を社団法人

および公益財団法人に改めるものでございます。 

 第５６条につきましても、同じく民法第３４条の法人を社団法人、もしく

は公益財団法人に改めるものでございます。 

 付則の第４条の２につきましては、これも新設でございまして、公益法人

等に対する贈与、または遺贈があった財産で、国税長官の承認を取り消され

た場合における当該公益法人に対する当該財産に係る所得割の課税でござい

ます。 

 それから、付則第５条につきましては、寄付控除の条項を加えることによ

る引用条項のずれでございます。 

 それから、付則第６条につきましては、引用している租税特別措置法の法

律番号の削除でございます。 

 付則第７条および付則第７条の３につきましては、これも寄付金控除の新

設によります条ずれでございます。 

 それから、付則第７条の４につきましては、寄付金税額控除における特例

控除額の特例の規定でございます。 

 それから、付則第８条につきましては、免税対象牛の売却頭数を年

間２，０００頭以内とした上で適用期間を延長するものでございます。 

 付則第１６条の３につきましては、新設でございまして、上場株式等に係

る配当所得に係る町民税の課税の特例を新設するものでございます。 

 それから、付則第１６条の４から第１９条までにつきましては、引用条項

等のずれでございます。 

 それから、付則第１９条の２につきましては、租税特別措置法第３７条

の１０の２の改正に伴う規定の整備でございます。 

 付則第１９条の３につきましては、本則税率に戻すことと、これに伴う経

過措置を設けたことによります規定の削除でございます。 
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 それから、付則第１９条の５につきましては新設でございまして、源泉徴

収選択口座内配当に係る町民税の所得計算の特例を設けるものでございます。 

 それから、付則第１９条の６につきましては、上場株式等に係る譲渡損失

の損益通算ができるようになりましたので、それの追加でございます。 

 付則第２０条の２と、それと付則第２０条の４につきましては、引用条項

のずれと読みかえ規定の整備でございます。 

 それから、付則第２０条の５につきましては、寄付金税制等の拡充に伴う

文言の改正でございます。 

 それと、付則第２１条につきましては、旧民法第３４条の法人から移行し

た法人等に係る固定資産税の特例の適用についての読みかえでございます。 

 付則といたしまして、まず、第１条は施行期日でございまして、公布の日

から施行するものでございまして、ただし、第１号から第５号までの各号に

ついては、定める日から施行するものでございます。 

 それと、第２条につきましては町民税の、個人の町民税に関する経過措置

でございます。 

 それから、第３条につきましては、固定資産税に関する経過措置でござい

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議案となっております日程第２０ 議案第４７号から日程第２２

 議案第４９号までの３議案につきましては、会議規則第３９条第１項の規

定によりまして、お手元に配布いたしておきました議案付託表のとおり、所

管の常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○藤堂議長 異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定をいたしました。 

 次に、日程第２３ 議案第５０号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第５０号 平成２０年度甲良町一般会計補正予算（第２

号）。 

 上記の議案を提出する。 



－40－ 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 総務課長。 

○山本総務課長 議案第５０号 平成２０年度甲良町一般会計補正予算（第２

号）についてご説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ１，９３７万４，０００円

を追加いたしまして、総額を３２億４，８０４万８，０００円にお願いする

ものでございます。歳入歳出予算の補正は第１表で、地方債の補正につきま

しては第２表で説明を申し上げます。 

 それでは、１ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１表 歳入歳出予算補正、歳入、８款 地方特例交付金、補正額３５６

万９，０００円の増額、９款 地方交付税８，３６８万９，０００円の増

額、１３款 国庫支出金１２８万７，０００円の増額、１４款 県支出

金１，２７６万１，０００円の増額、１６款 繰入金１億１，０００万円の

減額、１７款 繰越金２，３２０万円の増額、１８款  諸収入４６４

万６，０００円の増額、１９款 町債２１万２，０００円の増額、２０款 寄

付金１万円の増額、歳入合計、補正前予算額３２億２，８６７万４，０００

円に１，９３７万４，０００円を追加し、補正後予算額を３２億４，８０４

万８，０００円にお願いするものでございます。 

 続きまして、歳出です。１款 議会費、補正額２５万５，０００円の減額、２

款 総務費１８５万９，０００円の減額、３款 民生費２，６０２万５，０００

円の増額、４款 衛生費９６２万７，０００円の増額、５款 労働費７２３

万５，０００円の減額、６款 農林水産業費９０９万１，０００円の増額、７

款 商工費６６万円の増額、８款 土木費１，６４２万円の増額、９款 消

防費１９４万８，０００円の増額、１０款 教育費３３９万２，０００円の

増額、１２款 公債費３，８４４万円の減額、歳出合計は歳入合計に同額で

ございます。 

 続きまして、６ページ、地方債補正でございます。 

 臨時財政対策債２１万２，０００円の増額をいたしまして、補正後予算額

を１億２，９２１万２，０００円にお願いをいたします。合計の補正前予算

額は１億７，４９０万円、補正後は１億７，５１１万２，０００円にお願い

するものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 西澤議員。 
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○西澤議員 動議を提出します。 

 この議案第５０号を予算決算委員会に付託することを動議として提案いた

します。 

○藤堂議長 賛成者はありますか。 

 賛成者がありませんので、ただいまの動議は成立いたしません。 

 ほかに何かご質問。 

 西澤議員。 

○西澤議員 委員会付託になりませんでしたので、続けて質問事項を言います

ので、よろしくお願いします。 

 １つは、１１ページです。 

 ソーシャルワーカーの設置事業補助金、全員協議会でも指摘をさせていた

だきましたが、この機会に教育の問題、総合的な対策が要るだろうと思いま

す。常々教育長や町長が言われている地域の教育力、それを高めるというの

は非常に大事な点でありますし、この指導員が配置をされた機会に、どうい

うような活用方法をするのかという点で、マニュアルをつくり、マニュアル

といいますか、計画書をつくり、どういう事業運用を行うかという点の計画

づくりが大事だというように思いますので、教育長の所見をお尋ねしたいと

いうように思います。これが１点です。 

 それから、２点目は、１３ページです。 

 中学生の海外派遣研修事業補助金に関連をしまして、全員協議会でも質問

をいたしましたが、以前の所轄は教育委員会でありました。今回、アジア圏

になったことを、私は以前も歓迎をするということで言いましたが、教育委

員会から町長部局になった点、どういう背景で、どういう目的の中でそうい

うようになったのかについてお尋ねをいたします。 

 それから、１９ページです。 

 園芸作物の振興事業補助金５９３万９，０００円というので、対象と事業

の内容であります。そして、せせらぎ農産物の直販所運営補助金、これはレ

ジシステムということで説明がありましたが、建部議員の指摘にもありまし

た。私も直販所に行って、既に導入をされています。こういう点でも、補正

予算のルールという点で、私は根本的な反省といいますか、事情説明をしな

いと、事実追認というような補正予算の組み方を奨励をする、助長をすると

いう内容でありますし、もちろんせせらぎ農産物の直販所が運営をされて地

元の農業者の活性につながるという点を奨励をしていく必要があるんですけ

れども、今回の交流村構想との関係で、この投資がどういうように響くのか。

つまり、レジを導入をして、その分を新しくなったところに移動をするとい

うようになりますと、これは継続でなりますし、それから、投資をしたけど
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も設備更新をしなければならないというので、せっかく補助を出した分を一

ぺん取り壊しせなければならない。町の計画で言うても３年後、４年後の投

資、更新なわけですから、この分が更新の中で、この投資をした分、補助し

た分がむだになってしまわないかというのが質問の内容であります。 

 それから、次に、２０ページですが、登記の委託についてであります。対

象の箇所数、それから、事業残地の登記がまだ整理がされていないところと

いうように説明をされていましたが、この事業対象のところの内容と、それ

から、箇所数の説明をお願いいたします。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 藤原教育長。 

○藤原教育長 考え方をまとめていないんですが、午前中、西澤議員からいろ

んなご質問をなさっていて、私と同じような考え方をお持ちだな、そういう

ようなことをやっていかなあかんなということで、今、そのことを考えてい

ることなんですが、具体的に申しますと、今まで私たち、障害児教育という

ような言い方をしていたんですが、それが、今、特別支援教育というふうに

変わってきました。これはなぜかといいますと、今までは心身障害、それか

ら知的障害という法が厚生省でつくられまして、その後、平成１７年だった

と思うんですが、１７年に、発達障害という、知的とか、そういうようなも

のにかかわらない障害があるんだといった、多岐にわたる障害があるんだと

いうことで、そういうようなのがつくられて、発達障害支援法というような、

それに伴って障害児教育というものが特別支援教育という名前に、今、今日

変わってきているわけです。 

 だから、非常に多岐にわたっているということをふまえて、そして、その

ことの発見も早期に見つける、そして、早期に対応していくということが非

常に決定的であるということが言われています。そういうようなことへの対

応をしていかないけないということで、今日までは個別にやっていました。

そして、今、先ほど質問に出ておりましたソーシャルワーカーということも

そういうような実態に即して文部省のほうからぱっと出た。今年度初めてで

きた。 

 しかし、国の方では、その都度その都度部分的なものがいっぱい出てくる

わけです。私たち、それを受け入れる側としてはトータルとしてどうしてい

くんだという対応のものにしておかないと有機的につながっていかない。そ

して、教育委員会だけでは対応し切れない。福祉というサイドと一体となっ

てやっていかないけませんので、そういうようなものをどういうぐあいにし

ていくかということで、幸い甲良町の場合は子育て支援センターというのが

あるので、これを中核にしながらどう機能させていったらいいだろうかとい
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うことの全体図というものをまずつくり上げていく必要があるだろう。そし

て、その中に位置づけていくということが大事だなと。 

 今年度はまだそれができていない。とりあえずソーシャルワーカーという

のを今回置いているわけですが、今、大変論議していることは、そのことと、

全体の体系をどうするのかということを考えなあかんということで、これは

教育委員会だけじゃなくて福祉と連携しながら、学校とかみんなが連携しな

がらどういう組織をつくっていくかということを、今年中には確実につくり

上げて、そして、その中でソーシャルワーカーの果たす役割とか、それから、

今、子育て支援センターでやっている先生方がどんなことをしていただくん

だとか、小学校、中学校、保育園、または福祉センターでさまざまな事業、

何やら教室、何やら教室といっぱいやっていますから、それをどう位置づけ

ていくかということを考えていきたいなというような思いをしております。 

 以上です。 

○藤堂議長 総務主監。 

○野瀬総務主監 中学生の海外派遣についてお答えいたします。 

 冒頭、アジア派遣のご歓迎をいただきまして、大変ありがとうございます。

もちろん今年度から総務セクションで事務局を持たせてもらっておりますが、

もちろん中学生派遣でございますので、教育委員会と綿密な連携、そして、

中学校現場、先生との連携という、教育的配慮を持った派遣事業でございま

す。したがいまして、今年の力点といたしましては、国際交流企画員という

職員も招いておりますので、そのメーン事業といっても過言ではないと思い

ます。研修中だけではなくて、事前のプレゼンテーション、事前研修、そし

て、研修が終わってからの事業検証、発表、トータルでサポートしていくと

いうことでの体制強化を図っての事業でございました。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 産業振興課長。 

○米田産業振興課長 園芸作物振興事業補助金について説明させていただきま

す。 

 これにつきましては、平成２０年度からということで、当初、予算のとき

にも説明させていただいたと思いますし、あわせて今年の広報こうらの臨時

号で、７月号にも甲良町農業関係補助金個人団体等のお知らせということと、

各集落を回りまして、懇談会の中でも説明させていただきました。 

 そうした中、予算の中で園芸作物振興事業補助金についてはパイプハウス

ということで、野菜の産地化をめざし、施設裁培の推進に必要なパイプハウ

スと、それの附帯設備に補助をするということで、午前中に説明させていた

だきましたように、平米当たり２，０００円、また、附帯設備につきまして
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は、事業費の限度額を３０万円の２分の１ということでございます。 

 そうした中、面積的には、件数では１０件でありまして、サンファーム法

養寺さんの部分もありますし、ハウスだけの人もありますし、ハウスおよび

設備の方もあるということでございます。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 産業振興主監。 

○中山産業振興主監 せせらぎ農産物直売所運営に係ります補助金につきまし

てのご質問につきましてご説明申し上げます。 

 本計画につきましては、議員さん等ご指摘いただいておりますように、運

営費補助といいましても、当初、どのような事業に対して、町でどのような

補助をするということを事前に議会のご了解を得て補正予算、計上した中で

運営していくのがルールという認識を持っております。 

 今回の場合、今年度に入りまして、役員会等の協議により、自主的団体の

盛り上がり、体制整備がどうしてもやっていきたい、やりたい。７月には直

売利用が本格化するという地元さんの熱い動きの中で、７月以降の運用に向

けての体制整備が取り組まれました。このような取り組みに対しまして、運

営費の助成増額を何とかお願いできないかということで計上させてもらって

おります。 

 また、額につきましては、レジに対する直接補助ということでなしに、運

営費補助という中で、額の算定にあたりましてはいろいろな取り組みをされ

ております。その中で、特に拡充という内容で、内容が変わった部分の機種

としてこのレジシステムがございましたので、そのレジシステムを一応額の

支援対象と見まして、その額をおおよそ通例の農業振興に係る補助率に合わ

せて運営補助ということで支援することについてのお願いをいたしたもので

ございます。 

 本来ですと、予算計上前に、すべての業務が始まる前にかけるべき内容、

今後もそういう思いは持っております。この地元の盛り上がりに対しまして

の運営費補助という内容でよろしくご審議お願いいたします。 

○藤堂議長 人権主監。 

○村田人権主監 登記委託の箇所数ならびに内容等でございます。 

 一応、当初予算で見ていただいております関係もありまして、今回、補正

をお願いさせていただいたところでございます。４月以降、５カ所につきま

しては終わりまして、あと４カ所何とか進めていきたいということで現在進

めさせていただいております。内容といたしましては、官民境界の申請確定

の関係、それと、地図訂正、地積更正等に入りまして、分筆、合筆等に進ま

させていただくと。その中で、当然官民の場合には里道、水路の払い下げを
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受けたり、用途廃止等をするというような業務も入ってまいります。 

 それとあわせまして、当然、筆界確認というような形のものが出てまいり

ます。例えば、新幹線であるとか、近江鉄道にはしっかりとした筆界確認の

申請、確定書を出して承認をいただくというような業務も入ってくるという

ような状況でございます。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 忘れないところから、下から行きます。筆界確定というのは、ど

んな字を書くのか、漢字で見ればわかると思いますが、それを教えていただ

きたいのが１つと、それから、あと４カ所というのは、この登記で今回の補

正で出ているのは４カ所に関する官民確定とか地積更正、更正というのは改

める更生の更ですね。ということでいいんでしょうか。そのことが１つです。 

 それから、農産物のところでは、せせらぎ農産物直販所運営補助金、これ

は地元の盛り上がりでそうせざるを得なかったというところなんですが、既

に土日の運営から週４日にしようというのは、関係者から聞いていますと、

既に去年、ないしは１２月や１月の時点でもそういうようにしたいという希

望が出されていました。ただ、そういうように充実をさせていこうというの

が最終的に決まったのが６月議会を超えてからだったのか、それとも、私は

そういうような準備を指導する町の側から見れば、それぞれ議会の区切りが

ありますので、これ、議会にかけるということから結論は、例えば６月議会

でしたら５月の、せめて末までにきちんとしてほしい。結論を出してほしい

というのでリードをしていく必要があるというように思いますので、その点、

どうだったのかということが１点であります。 

 それから、ソーシャルワーカーに関してでは、教育長が言われましたよう

に、教育をめぐる課題は非常に困難を極めると言ってもいいというように思

います。接している先生が最大限努力をし、そして、教育的な配慮をしても

他の要因、つまり、テレビや友達や、それからそれぞれ社会的な要因で困難

を極めるという事例もあります。そういう点では、総合的な対策が必要だと

思いますが、少なくとも今提起をされている甲良町でのさまざまな課題を総

括をし、そのソーシャルワーカーの個別の対応ですね。つまり問題を抱える

生徒、それから家庭に限らず、全体としてどういうようにしていくのかとい

う協議も重ねていく必要があると思いますが、ぜひ成文化をして、町民的な

論議にかけられると。そして、こういう内容で甲良町の教育がすばらしいと

言える方向に持っていっていただきたいと思いますので、その点の準備作業

の展望をつくっていく必要がありますので、そこのところ、成文化をすると

いう方向で検討していただきたいというように思います。この点です。 



－46－ 

○藤堂議長 人権主監。 

○村田人権主監 筆界の字でございますが、当然、一筆、二筆の「筆」に境界

の「界」でございます。これにつきましては、官民境界は、当然今は甲良町

の建設課の方に出します。それは、正本として、当然個人のところにはまい

りません。そこに実印等署名をいただいて出すだけでございます。手元に残

らないということで、きちっと境界をしたところの図面等を、例えば新幹線、

ＪＲ東海さんであるとか近江鉄道さんが、決裁をとるのに欲しいと言われる

場合がございます。そういう点はそのときに、境界確定をした図面をお渡し

するという形で、それを新たにつくるというような部分の資料でございます。 

 地積更正の字体といたしましては、更地の「更」に正しいという更正でご

ざいます。この地積更正につきましては、当然土地台帳と現地の面積差が出

てまいります。そういう点で、当然合筆なり、分筆等をしていこうとしてい

こうとした場合に、今現在の登記法ではきちっと地積更正をしないと登記が

通りませんので、まず、その各筆ごとの地積の更正がまず出てくるというこ

とでの資料をつくるということが発生してくるということでございます。 

 以上でございます。 

○藤堂議長 産業振興主監。 

○中山産業振興主監 当直売所の店をあける延長関係につきましては、当然そ

のような試みをということは以前からあったものでございます。６月時点で

は、実は当初、町職員によります手製のレジシステム、それを運用で使って

いこうということで町のパソコン精通者によります試案を、試作をいたして、

それでの運用をしていただくということで進めてまいりました。ただ、その

運用の中で、どうしても不合理が生じるという部分がございます。それと、

見積もり等を徴し、機能性能を確認されましたところ、後の台数アップ、ま

た、多機能に違うレジでの活用も可能と。今後むだにならないという部分も

総合含めまして、急遽ではございますが、６月議会後の確定となった次第で

ございます。 

 以上です。 

○藤堂議長 教育長。 

○藤原教育長 今言ってくださったことについて、そういう方向でいかなけれ

ばならないということは重々承知はしているわけですけど、具体的に、まず、

ソーシャルワーカーの任務は何なのか。県はどういうようなことをせよとい

うことで言うているのかというところからお話ししたいと思うんですが、現

在やっているのは、それぞれの３校あります。小学校２校、中学校１校で、

やはり大変な子どもたち、重層的な課題を持っている子どもたち、子どもだ

けではなくて家庭も含めて、あまり沢山できないので、最低１つずつ取り上
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げて、そして、それをどういうぐあいにしていったらいいか。学校へのかか

わり、学校としてのかかわり、また、ソーシャルワーカーとしてのかかわり。

さらには親へのかかわりをどうするかということで、あまり沢山はできない

ので、各校１つずつのということで、モデルケースとしてやっております。

そんなことが沢山していければいいわけですが、まず、ソーシャルワーカー

としてやっていただいてる内容はそういうことです。 

 それ以外に多岐にわたるような課題もありますし、学校は学校独自でしな

ければならない課題もありますし、あるいはまた、親の家庭の協力を得なけ

ればできない問題もありますし、そしてまた、地域の協力を得ないといけな

い問題もあると思うんですが、今、私たち、学校の中で先生方は、これと思

うようなことはすべてやっていただいているんですが、なかなか成果として

上がってきていないという、足踏みをしているというような状況ではないか

な。先生方、決してなまけておられるというような実態ではないと私は理解

しておりますし、先生方もそういうような課題意識を持ってやっていただい

ているとは認識をしておりますし、先生もそういうような思いでいただいて

おります。 

 ただそういうことで、私の立場としてそういうようなものを有機的に絡ま

せていく、つなげていくというのが非常に大事な仕事だと思いますので、そ

ういうような方向で一つ一つ課題を詰めていく中で、それを機能化させてい

くという、まず、現実に具体的に組織としてどうしていったらいいかという

ようなことを積み上げていって、その延長線上に先ほど言われたようなこと

を構築できるかなというような思いでおります。 

 以上です。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 登記の件では、今説明いただいたところが、箇所の数で、あと４

カ所の部分が今説明のあったところというように理解すればよろしいでしょ

うか。これが１つです。 

 それから、せせらぎ農産物の直販所の件は、補助を出す団体はせせらぎ直

販所だけではないんですね。そういう点から見れば、議会で補正予算が承認

をされる。もちろん緊急を要するのは専決の処分でされていきますけれども、

そういうルールも一団体としては理解してもらって、町民合意の１つとして

議会の承認を得た上で予算執行していくというルールは理解してもらわなあ

きませんので、そのところの提起は町側がしっかり、その要望されている方

に、ルールはこういうところですのでというのを説明する必要がありますの

で、このところはぜひ心がけていただきたいというように思います。この２

点です。よろしくお願いします。 
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○藤堂議長 人権主監。 

○村田人権主監 今現在進めているのは４カ所でございます。 

○藤堂議長 産業振興主監。 

○中山産業振興主監 ルール等につきましては説明させてもらっていきたいと

思います。 

○藤堂議長 ほかに質問はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 補正予算の中に、幾つか町民が従来から要望されていた内容が含

まれている。そして、それを解決するための手だてがとられたという点は評

価ができる問題であります。 

 例えば、地上デジタル波の更新の改修工事については、試験デジタルの放

送が既に開始をされています。そして、各電気メーカーは、それを受信でき

る装置として売り出しています。ですから、自動的にこれで受信できるもの

だというように購入をしたところが、この対象になっている方々で、見られ

ないというのが生じてきて、私どももぜひ教育委員会に、この中学校の影響

を及ぼすところの改善をぜひしてほしいという要望が寄せられたところであ

ります。それは早急に取り上げられて、１０月のめどで進むということで聞

いて、対応が遅かったにしろ、こういう対応をされたというので評価をでき

るところであります。 

 また、日光市の記念事業で、私もちょうど８月１日、何が起こっているの

かなと思うほど、順番を待って列ができておりました。それの方のオーバー

した分を補正で見るという点で、町民の方がいろんな思いでされていること

について補正予算を組むというようになった点、評価ができるというように

思います。 

 また、先ほども言いました教育課題、これはソーシャルワーカーに限った

問題ではありませんが、今、地域の教育を、また学校の教育が教育政策、つ

まり文部省の教育政策によってなかなか困難になる状況を、県下の高校の通

学区をなくしていくとか、それとか、県立の中学校ができて、甲良町にある

中学校に通わない子ども、ないしは通えない子ども、通いたくない子ども、

こういうところを私たちの政策の中で、また、政府の政策の中でつくり出し

ている、こういう現状にやはり心傷めるものであります。そこに対応してい

くという方向がとられることをぜひ希望するものであります。 

 同時に、私はこの９月の補正で取り上げていただきたいのは、７月１５日
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に漁業者が２０万隻ストライキをされました。日本の歴史の中でかつてなか

ったことだというように報道されていましたが、原油高における営業そのも

のが続けられていけないということは漁業者に限りません。運送業、そして、

甲良町に大小、中堅といいますか、零細を含めて建設業者が３００を超えて

あります。この方々の燃料費、それから資材費の高騰、これは本当に営業そ

のものが続けられない。続ければ続けるほど赤字になるという状況が生まれ

て、それへの対応が求められているところであります。 

 また、介護保険しかり、それから、年金から天引きをされる、今回、後期

高齢者の医療制度、住民税の負担が上がり、新しい制度のもとで保険料の天

引きが始まるという点から見れば、私どもに寄せられている、暮らしが本当

にもう立ち行かなくなって余裕がない、気持ちそのものも余裕が持てないと

いう直接声を聞く場合がありますが、そういうところに応える、私は補正予

算でのメッセージがぜひ必要だと思います。 

 つまり、暮らしや子育てや、それから、農業応援については一つ一つ始ま

っていますが、そこをもっと大胆に一つ一つ詰めていき、そして、新しい制

度や、それから財源の問題でもつくり出していく必要があります。そのとこ

ろのめどを、メニューを提起をするというような補正予算には私はなってい

ないというように思いますので、賛成できないことを表明をさせていただき

ます。 

○藤堂議長 北川議員。 

○北川議員 西澤君が、最初は賛成するのかなと思うような話しぶりでしたが、

反対ということでございます。今回の補正、さきの議運でも本日の即決でと

いうことに決定をしました。この補正予算を見ていますと、西澤君のお話に

もありましたように、農業振興、あるいは観光振興、そして教育事業、それ

ぞれ地域住民、町民の必要な部分がこの補正に組まれているというようなこ

とで大変ありがたい。また、既に教育事業におきましては予算が執行されて

いるというようなことも含めて速やかな可決を望みたいというような思いか

ら、私は今回の補正予算に対しては賛成討論とします。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第５０号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 
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 起立多数であります。 

 よって、議案第５０号は可決されました。 

 次に、日程第２４ 議案第５１号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第５１号 平成２０年度甲良町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 税務課長。 

○小川税務課長 議案第５１号 平成２０年度甲良町国民健康保険特別会計補

正予算第１号についてご説明を申し上げます。 

 今回、歳入歳出それぞれ２，４６４万５，０００円を追加いたしまして、

総額を歳入歳出それぞれ８億４，４８１万９，０００円にお願いするもので

ございます。内容については、第１表でご説明を申し上げます。 

 次のページ、１ページをお願いいたします。 

 まず、歳入、３款 国庫支出金、補正額１，３４２万円、４款 療養給付

費交付金５４０万７，０００円、５款 県支出金４７６万８，０００円、８

款 繰入金１０５万円、補正前の額、８億２，０１７万４，０００円、補正

額２，４６４万５，０００円、合計８億４，４８１万９，０００円でござい

ます。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出、１款 総務費１０５万円、２款 保険給付費３００万円、６款 保

険 事 業 費 ４ ９ ４ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 、 １ ０ 款  後 期 高 齢 者 支 援 等 ２ ２ ４

万９，０００円、１１款 前期高齢者納付金等１２万３，０００円、１２款

 予備費１，３２８万円、歳出合計につきましては歳入合計と同額でござい

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑は終わります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○藤堂議長 ないようですから、これで討論は終わります。 

 これより、議案第５１号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立多数であります。 

 よって、議案第５１号は可決されました。 

 次に、日程第２０ 議案第５２号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第５２号 平成２０年度甲良町介護保険特別会計補正予

算（第１号）。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 保健福祉主監。 

○山﨑保健福祉主監 では、議案第５２号 平成２０年度甲良町介護保険特別

会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

 今回、予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，７７１万４，０００円を追加

し、予算の総額を、歳入歳出それぞれ５億１，８８６万６，０００円とお願

いするものでございます。 

 では、第１表 歳入歳出予算補正によりご説明を申し上げます。 

 歳入の部、３款 国庫支出金、補正前に４６万２，０００円の追加、５款

 県支出金１８万９，０００円の追加、７款 繰越金３，７０６万３，０００

円の追加、歳入合計が、補正前４億８，１１５万２，０００円、今回補正

が３，７７１万４，０００円、計５億１，８８６万６，０００円とお願いす

るものでございます。 

 次ページの歳出でございます。５款 基金積立金３，０００万円の追加、６

款 諸支出金１６８万７，０００円の追加、７款 予備費６０２万７，０００

円の追加、歳出合計は歳入合計と同額でございます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

 １０番 西澤議員。 

○西澤議員 介護保険料の基準額で言いますと、県下でも非常に大きなばらつ
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きがございます。隣の豊郷町は４，７００円でしたですか、４，９００円か、

ちょっと今、忘れてしまいましたが、４，７００か８００のラインです。そ

して、安土の場合は２，８００円の台。甲良町が３，８００台というように

なっていましてばらつきがございます。 

 そこで、以前の介護保険の事業で説明のありました、施設利用よりも在宅

介護という方向で誘導し、また、その方が大事にされるようにということで

政策的な方向を出した結果、この基金、１９年度の確定基金が積み立てるこ

とができるようになったという点からも、保険料の引き下げ、相当な額、ふ

さわしい額、大きな額ではなくても介護保険料については負担感のある１つ

になっています。そういう点でも、例えばの話でありますが、２００円、３００

円というラインの引き下げであっても、大きな町民はインパクトを持ちます。

ほん私の近所の方でありますが、わずかな年金の収入しかないので、おか

ず、１００円のを買おうか、２００円のを買おうかといって迷うんやという

のをまじめな顔をして私に訴えられたおばあさんがおられますが、そういう

点でも、そこの生活感は大変な貧困の状況です。気分としても大変になって

います。そこでお尋ねをしたいのは、そういう積立金の配分を保険料の引き

下げということで断行される考えはないかどうか、お尋ねします。 

○藤堂議長 保健福祉主監。 

○山﨑保健福祉主監 ただいまのご質問で、保険料の引き下げというようなこ

とで、当然、考えは私どもも同じでございますけども、今、第３期が最終年

でございまして、この９月から、末には第４期の高齢者保険福祉委員会、そ

れを採用した中で、今後の推移を見ながら、当然、保険料の算定もしていき

たいという思いを持っています。 

 今回、３，０００万の基金積み立て、これは、そういったための積み立て

でございますので、そういう方向にも活用できれば、若干でも伸びを抑えた

り、下げる、はっきりわかりませんけども、そういうことも考えは持ってお

りますので、ご理解を賜りたいというように思います。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 介護保険会計の中からそういう軽減をする事業に回すということ

が１つと、それから、介護保険会計以外のところで軽減策をとるというのは、

いろんな自治体でやっているところですが、そういう点でも町がめざしてき

た施設利用よりも在宅介護という方向で町民が努力をされているところに、

言うてみれば、ご苦労さんでしたという内容にもなりますので。そして、暮

らしを少しでも支える、応援するというメッセージにもなりますので、この

点、再度検討を願いたいと思いますが、その点、見解はどうでしょうか。 

○藤堂議長 保健福祉主監。 
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○山﨑保健福祉主監 そのような意味合いもいろいろと含めまして、支援策等、

こういった審議会の中で検討もしていただきたいというように思っておりま

す。 

○藤堂議長 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 補正予算の執行、それから考え方、そして、措置について問題が

あるというようには思いません。先ほどの答弁がありますように、第４期の

準備が始まっているところであります。私は希望を申し上げて討論としたい

と思います。 

 介護保険については、始まって、私が当選をした、その４月から始まって

いるわけですので、来年の４月になりますと８年目になります。そういう点

でも、介護保険事業の問題点がさまざま言われているところであります。そ

れを支える福祉関係のケアの方、それから、事業所の方々の運営が困難で、

また、ヘルパーさんの離脱が各地で頻繁に起こっています。こういう点でも、

制度上の問題点、欠陥とも言うべき不十分な点を国に上げ、申し立てをし、

そして、町としては町民に最大限負担をかけない、そして、介護の社会化と

言われるところの事業実施をしていくというところで、町民合意を図りなが

ら少しでも負担の軽減をされることを希望をして、この補正予算としては賛

成討論といたします。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第５２号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５２号は可決されました。 

 次に、日程第２６ 議案第５３号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 議案第５３号 町道の認定について。 
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 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 建設課長。 

○若林建設課長 議案第５３号 町道認定についてご説明申し上げます。 

 道路法第８条第２項の規定により、議決をお願いするものでございます。 

 別紙により説明いたします。 

 廃止路線は、路線番号１３０、法養寺六反田線、延長は１１８．３メート

ル。続きまして、路線番号２０３、長寺東２号線、延長は４３．９メートル。

路線番号２０４、長寺東１号線、延長は２３６．３メートル。路線番号３２９、

長寺川上線、延長は１４８．１メートルでございます。 

 続きまして、認定路線でございます。路線番号３６９、長寺川上１号線、

延長２８５メートル、路線番号３７０、長寺川上２号線、３１５メートル、

路線番号３７１、法養寺六反田線、１３５メートル、路線番号３７２、長寺

北部宅造線、１１５メートル、路線番号３７３、法養寺千切５号線、延長は９１

メートル、路線番号３７４、法養寺爪替り２号線、延長は１１４メートル。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 西澤議員。 

○西澤議員 １０番 西澤です。 

 認定道路を中心に６路線、町道認定になった根拠、理由。そして、それに

関連をすると思いますので、廃止になった路線との関連をつけながら、この６

路線、ご説明いただければ幸いです。 

○藤堂議長 建設水道主監。 

○茶木建設水道主監 それでは、認定路線の方でございますが、３６９号線、

ここの部分につきましてはいったん廃止をして１路線の形態をとっていくと

いうことで、３０７から下がっていく道路の方についての１路線にかえて認

定をさせていただきました。 

 それから、路線番号３７０でございますが、これにつきましては丸が起点

でございまして、それから町道認定をしておりますので、この延長の路線、１

路線ということで認定がえをさせていただきました。 

 それから、３７１号でございますが、これにつきましては、いったん廃止

をさせていただいております。一部、認定の延長が図面上で漏れていたもの

でございまして、延長増ということで再認定をさせていただきました。 
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 ３７２号でございますが、これについては新たな認定ということでお願い

するものでございます。 

 それから３７３号ですが、これも新しく、町道に認定するもので、個人名

義から町名義に寄付をしていただいたものです。町道までの１路線というこ

とでつながっておる関係から認定をさせていただいたものでございます。 

 それから、法養寺の３７４号、これにつきましても途中までの道路で、個

人さんの方で開発された道路でございましたが、本町の方で約１５メートル

ほどの接続もし、個人名義になっていたものを町名義に寄付をしていただい

たもので、一括管理をしていこうということで町道認定にお願いするもので

ございますので、よろしくお願いをいたします。 

○藤堂議長 西澤議員。 

○西澤議員 そうしますと、廃止と認定が関連をしてくるのもあれば、新たに

個人の所有のところを、寄付行為だとかいうのでなったわけです。それで、

それぞれの６路線とも公道的に、起点から終えんのところは公道に至る道路

と、すべてそうなって、袋小路だとかいうのはないというように、見れば、

地図上そうだろうというように思いますが、再度確認をさせていただきます。

よろしいでしょうか。 

○藤堂議長 建設水道主監。 

○茶木建設水道主監 おっしゃるとおりでございまして、袋小路等はなってお

りません。全部町道から町道に接続できたということでございますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○藤堂議長 ほかに質疑はありませんか。 

 藤堂一彦議員。 

○藤堂一彦議員 全協の場でお尋ねすればよかったんですけども、その全協の

後に気がつきましたので、こんなん、問題にするような話じゃないんですけ

ども、普通道路名というのは、終点か、始まりか終わりのどちらかの名前が

とられていると思うんですけども、３７１号線については六反田、六反町と、

これ、何か意図があるんですか。 

○藤堂議長 建設水道主監。 

○茶木建設水道主監 これは、ここの小字名をとらせていただいて町道名と、

長寺六反田線ということでさせていただいております。 

○藤堂議長 ８番 藤堂議員。 

○藤堂一彦議員 どちらが小字名ですか。 

○藤堂議長 建設水道主監。 

○茶木建設水道主監 六反田というのが小字というふうに思っております。 

○藤堂議長 ８番 藤堂議員。 
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○藤堂一彦議員 そしたら、起点の住所というのかな、これがおかしいわな。 

○藤堂議長 建設水道主監。 

○茶木建設水道主監 認定の起点、終点の廃止路線のほうですけども、ここは

六反町と、こうなっておりますが、これは田んぼの方の「田」なので、申し

わけございません、ちょっと訂正の方をよろしくお願いします。 

○藤堂議長 ８番 藤堂議員。 

○藤堂一彦議員 どちらかに統一してもうた方が将来的にわかりよいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○藤堂議長 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １０番 西澤議員。 

○西澤議員 町道認定では、答弁の中で個人の開発をした道路、これを町道が

認定をするという箇所がございました。これは、町道から町道へ抜けるとい

うところで、公道的役割、つまり公の道路としての役割を持つという点では

問題がないと思いますが、おおむねよくあることは、個人の課税、固定資産

税が課税をされます。個人の都合で開発された土地が公道認定でしてほしい

というところもありますので、その辺は開発をされた時点でこういう道路が

町として必要だったんだというところで線引きをきちっと、区分けをしなけ

れば、個人の開発した道路が何もかも持ってほしいと。つまり、町で持って

ほしいというふうに流れをつくりかねません。そういう点では、町道認定の

ルールの点できちんと運営をするということを求めて賛成討論をいたします。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、議案第５３号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、議案第５３号は可決されました。 

 次に、日程第２７ 同意第２号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 
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○藤堂議長 同意第２号 教育委員会委員の任命につき、同意を求めることに

ついて。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 町長。 

○山﨑町長 それでは、教育委員会委員の任命につきまして、同意を求めるこ

とについて説明を申し上げます。 

 次の方を教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織および

運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでご

ざいます。 

 住所、犬上郡甲良町大字金屋８４７番地。 

 氏名、福田理文。 

 生年月日、昭和２０年３月２日。 

 再任でございます。よろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １１番 北川議員。 

○北川議員 賛成をしたいと、このように思います。 

 福田さんは、過去にも既に３期教育委員をされておりまして、今、甲良町

の教育委員長という重責を果たしていただいております。全協でも説明があ

りましたが、県の方でも県の教育委員会の中心的な存在で、一生懸命頑張っ

ていただいているというようなことで、年齢的にも昭和２０年の３月、私よ

り１学年上でありまして、体力、気力ともに非常に充実している年代ではな

かろうかというようなことも考えまして、甲良町の教育委員会の中心的な存

在ということで立派に任務を果たしていただけるということを確認しまして、

賛成をしたいと、このように思います。 

○藤堂議長 １０番 西澤議員。 

○西澤議員 個人的なおつき合いや話をよくしたことはございませんが、今、

教育が抱える課題は、先ほどの一般会計の補正予算のところでも言いました

ように、タブーを設けず、今の問題、とりわけ原因や、それから個別の問題

もきちっと論議をして教育委員会のあり方そのものもリードをしていく必要
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がありますし、教育課題に応えていく役割をぜひ果たしていただくことを希

望しまして、賛成討論とします。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、同意第２号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、これに同意することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、同意第２号は同意することに決定をいたしました。 

 次に、日程第２８ 同意第３号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 同意第３号 教育委員会委員の任命につき、同意を求めるこ

とについて。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 町長。 

○山﨑町長 教育委員会委員の任命につき、同意を求めることについて説明を

申し上げます。 

 次の方を教育委員会の委員に任命したいから、地方教育行政の組織および

運営に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでご

ざいます。 

 住所、犬上郡甲良町大字小川原３６０番地。 

 氏名、日下和子。 

 生年月日、昭和３４年８月１日。 

 前任者の死亡によりまして、昨年の９月の議会で同意をいただきました。

再任でございます。よろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論は終わります。 

 これより、同意第３号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、これに同意することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、同意第３号は同意することに決定をいたしました。 

 次に、日程第２９ 同意第４号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 同意第４号 固定資産評価審査審査委員会委員の選任につき、

同意を求めることについて。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 町長。 

○山﨑町長 固定資産評価審査委員会委員の選任につきまして、同意を求める

ものでございます。 

 固定資産評価審査委員会委員のうち１名が欠員となるため、地方税法

第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 住所、犬上郡甲良町大字下之郷１６０６番地。 

 氏名、安澤邦彦。 

 生年月日、昭和１９年３月１８日。 

 安澤さんにつきましては、区長、そして、字のむらづくり委員長をはじめ、

甲良町のまちづくり協議会の会長を歴任されました。職業としましては、建

築事務所を経営されておりまして、そういった見識をこの委員会の中で発揮

していただけるものと思っております。どうかよろしくお願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりましたので、質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 １０番 西澤議員。 
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○西澤議員 固定資産評価審査委員の任務は、評価決定がされた後の異議申請

を審議をするという点で、町民の方の異議の申し立てを、その根拠があるか、

また、そういう内容について深く調査をしたり、調べたり、また審問したり

する役割を持つものであります。そういう点では、公平で公正な審議の態度

を示していただいて、そういう案件が出た場合には、信頼される結論、審査

の後結論をつけていただくということを、そういう審査の基本姿勢に立って

いただくことを希望いたしまして、賛成討論といたします。 

 第５号も、私はそのことをつけ足しておきたいと思います。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、同意第４号を採決をいたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、これに同意することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、同意第４号は同意することに決定をいたしました。 

 次に、日程第３０ 同意第５号を議題といたします。 

 議案を朗読させます。 

 局長。 

○大橋事務局長 同意第５号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき、同

意を求めることについて。 

 上記の議案を提出する。 

 平成２０年９月５日。 

 甲良町長。 

○藤堂議長 本案に対する提案説明を求めます。 

 町長。 

○山﨑町長 固定資産評価審査委員会委員の選任につき、同意を求めることに

ついて説明申し上げます。 

 固定資産評価審査委員会委員のうち１名が任期満了となるため、地方税法

第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 住所、犬上郡甲良町大字長寺５８７番地。 

 氏名、上田惠生。 

 生年月日、昭和１５年４月３０日。 

 上田氏につきましては、行政経験も長く、そして、税務事務にも精通して
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おられます。今回、再任されますと３期目でございます。どうかよろしくお

願いいたします。 

○藤堂議長 説明が終わりました。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 討論はありませんか。 

 西澤議員。 

○西澤議員 先ほどは第５号が議題になっていないにもかかわらず、勇み足を

私はいたしました。先ほども申しましたように、町民の方の異議審査にかか

わって審査をされる任務であります。そういう点では、特別に上田氏につい

ては町役場の経験が長いということから、精通をされているというように思

いますが、同時に、町民の異議についての耳を傾ける、その道理性が、訴え

について道理性があるかどうかについてきちんと審査をするという立場を貫

いていただいて、公平公正な審査の態度をしていただくことを希望いたしま

して、賛成討論といたします。 

○藤堂議長 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○藤堂議長 ないようですから、これで討論を終わります。 

 これより、同意第５号を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 本案は、これに同意することに賛成の方はご起立願います。 

（賛成者起立） 

○藤堂議長 ご着席願います。 

 起立全員であります。 

 よって、同意第５号は同意することに決定をいたしました。 

 以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 本日は、これをもって閉会をさせていただきます。 

 遅くまでご苦労さんでございました。 

（午後 ６時５５分 散会）
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